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第一章　犬猿の仲








「ちょっと、これ、どういうことよ」

　早足で目的のデスクまで歩いてきた葉は月づき一いち花かは、無理に感情を押し込めているような低い声で、パソコンに向かう後ろ姿に声を掛けた。

「聞いてるの？　瀬せ名な！」

　自分の声に微動だにしないその背中にイライラが募り、思わず声を張り上げてしまう。一花は眉を顰めて睨みつけた。

「うるせえな。そんな大きな声を出さなくても聞こえてるよ」

　はあ、とため息をつきながら、ようやくその身体がくるりと反転した。全体的に色素が薄めなのか、茶色がかったさらりとした前髪の隙間から覗く薄茶の瞳が一花を捉える。

「じゃあ、なんで返事しないのよ。無視？」

「あのさあ、今俺はやりかけてる仕事があんの。明らかに厄介そうなヤツが来たら、どうせ話が長くなるんだし、キリがいいところまでやりたいだろ」

　面倒くさそうに言われて、一花はこめかみを震わせた。

「は？　こっちだって仕事の話なんだけど。なんでそんなに偉そうなのよ」

「それはお前だろ」

「はああ？」

　ばちばちと火花が散りそうな勢いで二人は睨みあった。

　

　一花はＷＥＢシステムやアプリを開発している会社に勤めている。所属するのは営業部。入社してからずっと営業一筋できているので、所属年数は六年を超えている。

　そんな一花は、現在二十八歳。今、目の前で不機嫌そうに一花を見ている瀬名匠たくみも同じ年齢だ。つまり二人は同期である。

　瀬名はシステム開発部に所属していて所謂システムエンジニアだ。全く畑違いの部署にいる二人だが、営業が取ってきた仕事を実際に請け負うのはシステム開発なので接点は意外と多い。その関係は浅からぬものがあった。

「藤とう和わリースの改修の案件、私が最初先方と話してた仕様と納期からだいぶ変更になってるんだけど、なんで？　いつの間にか担当チームも変わってるし。こっちの信頼関係ってものもあるんだから、こんなに変えたら下手したら失注するじゃない」

　瀬名の表情がうんざりしたものに変わる。これ見よがしにため息をつかれて一花はむっとした。

「なによ」

「先方の了承はちゃんととってる。つーか元はと言えばお前がこっちの工数を無視して勝手に決めてくるからだろ。あんな納期無理」

「え、だって浅あさ沼ぬまさんは大丈夫だって」

　一花は思わず声を上げた。浅沼とは、今話している藤和リースの案件を担当していたシステムエンジニアの名前だ。案件を取ってくると、システム開発の中で手が空いているチームに担当が自動的に振り分けられる。この案件は、元々浅沼のチームの担当だったはずなのだ。

「それはお前がゴリ押ししたからだろ。圧が強すぎて断れなかったんだよ。でも無理なものは無理」

　きっぱりと言い切った瀬名が胡乱な視線を寄越した。

「お前なりにシステムのことも勉強しているのかもしれないけどさ、中途半端なんだよ、知識が。それで勝手に判断して約束されても困る。実際やるのはお前じゃないんだし」

　ずばずばとした容赦のない口調に一花は何とも言えない気持ちになった。そっちだって営業の苦労など何も分からないくせに。思わずそんな感情がこみ上げて、こめかみがひくりと動いた。

「そんなこと言うけど、そもそも仕事がなかったら困るでしょ。こっちだって仕事とってくるのに必死なのよ。多少無理しないといけない時だってあるの」

　思わず強い口調になってしまう。しかし、瀬名のむっつりとした表情は変わらなかった。

「とにかくさっきも言ったけど無理なものはどうしたって無理。俺が担当になったし仕切り直させてもらった。それで了承もらってるんだからもういいだろ。済んでることを掘り返して話したって時間の無駄」

　冷たく言うと、瀬名は話は終わりとばかりに一花に背を向けた。
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「あいつ、ほんと腹立つ……！」

　それから一時間後。まだ怒りが冷めない一花は、会社近くのパスタのお店でランチをしながら同期の高たか村むら麻ま里りにその鬱憤をぶつけていた。

「まあまあ。先方の同意は取ってるんでしょ？　じゃあいいじゃない。瀬名君だったら一花の方にも影響出ないようにうまくやってくれたでしょ」

　麻里がのんびりした声で言う。おっとりした性格そのままに、垂れ目で優し気な顔立ちをしている麻里に柔らかく微笑まれて、一花は口を尖らせながらも若干トーンダウンした。

「でもさ、あんな言い方しなくても。言い方ってものがあるじゃん」

「それはお互いさまでしょ。一花だって瀬名君にはだいぶ遠慮のない言い方してるじゃない。もう開発じゃ二人のやり合いはすっかり見慣れた光景だって」

　言いながら肩を竦めた麻里に一花は渋い顔になった。

「言うほどそんなにやり合ってなんかないけど」

「最初の内はハラハラしたけど、最近じゃ当たり前になりすぎて、もはやいつもの風景と化してるって言ってたよ」

「それって藤ふじ原わらさんが？」

「うん」

「ええー……」　

　邪気のない顔で頷いた麻里に、一花の表情が微妙なものに変わった。

　話に出た「藤原さん」とは麻里の二つ年上の彼氏のことで、瀬名と同じシステム開発部に所属している。瀬名とはチームが違うので近い席ではないが、フロアは同じなので一花と瀬名のやり取りが聞こえてきていたのだろう。そんなに大きな声で話していたつもりはないのだが、今日の話もどうやら筒抜けだったらしいことに気づいて一花は気まずさを覚えた。

「気づいてなかった？　同期の中だけじゃなくてシステム開発でも瀬名君と一花の犬猿の関係はけっこう有名な話」

「そんな大層な関係じゃないんですけど……」

　今や最初の勢いをすっかりなくした一花はもごもごと歯切れを悪くさせた。一花と瀬名と麻里は共に同じ年に入社し、支社に行ったり途中退社したりした者を除けば他に十名ほどの同期がいる。みなバラバラの部署にいて、普段の仕事中は接点が全くない者も多いが、入社してからずっと定期的に飲み会をして交流を続けているので、比較的仲が良かった。

　その同期たちの中でも、瀬名と一花の仲の悪さは周知のことで、飲み会でもうっかり近くの席に座ったりすると、仕事の話になって段々と会話がヒートアップし、いつの間にか言い合いみたいになっている流れは最早お決まりになりつつある。

　瀬名は決して人当たりが悪いタイプではないし、一花もはっきりした性格ではある方だが、誰彼かまわずズバズバと思ったことを口に出したりまではしない。人や場を見て、争いごとを回避したりするぐらいの処世術は身に付けているつもりだった。けれども、瀬名とはなぜか折り合いが悪い。

　気さくでおおざっぱ。ラフな態度で接してくるので付き合いやすい性格をしているとは思うが、ややノリが軽いところがあり、長女気質で責任感が強い傾向のある一花の目には、当初瀬名の言動がやや不真面目に映ることが時々あった。

　そのくせ時折、核心をついた鋭いことを言ってくる時があるから妙に癇に障った。ある時、仕事上での悩みを飲み会で麻里に愚痴っていて、横にいた瀬名が知った口ぶりで言葉を挟んできたことがあった。

　適当に受け流せばよかったのだが、その時になぜか、「こいつには言われたくない」という気持ちが湧き上がり、ついつい、素っ気ない態度をとってしまった。

　そして、普段はそういうことがあっても、無難にやり過ごしそうな瀬名に、見たこともないほど冷たい顔で辛辣な返しを食らった。思えばそれが二人の関係のターニングポイントだったのかもしれない。それ以来、何かとやり合うことが多くなってしまった。一花の瀬名への態度はどんどん遠慮のないものになり、それに比例するように、瀬名も辛辣さが増していった。

　その他の女子には絶対しないような態度に、一花もつい意地になってしまうところがあって、そもそもがあまり可愛げのある性格ではないのに、瀬名に対しては一層ひどくなってしまっている。今では、瀬名が誰よりも真剣に仕事を取り組んでいることも知っているし、不真面目さなんて全くないのもわかっているが、今更変えられないところまできてしまっていた。

「まあでも、瀬名君も色々大変らしいよ。浅沼さんチームが入ってた案件でトラブったらしくてさ。仕様が大幅に変更になってリソース不足が深刻みたい。浅沼さん中途で入ってかなり経験があるって話だったけどさ、思った以上にできなかったみたいで」

「え、そうなの？」

　意外な話に目を丸くした一花に、麻里がこっくりと頷いた。

「うん。だから一花の案件も、結局瀬名君のチームがやることになったって訳。他にも抱えているみたいなのにね」

「そうなんだ……」

　さっと表情を翳らせた一花は複雑な面持ちで言葉を返した。そんな事情があったとは知らなかった。どうして言ってくれなかったんだろう。いや、自分が言わせなかったのか。一花の胸に後悔が入り混じる苦いものが込み上げた。

「言い過ぎたなあって後悔してる？」

　思わず下向きになった顔を覗き込むようにされて、一花はぱっと顔を上げた。困ったように眉を下げる。

「……まあ、ちょっと……」

「ちょっと？」

　おっとりと微笑まれて、一花は気まずげに目を瞬いた。

「……それなりに」

「まあ、今更瀬名君も気にしないだろうけど、だったら何かフォローは入れておいた方がいいかもね。しかし瀬名君もさすがだよ。こういうイレギュラーなことも何とかしてくれるんだから。さすが同期の出世頭」

「……確かにね」

　そこは一花も否定はせずに素直に頷いた。瀬名が同期一、仕事ができるのは紛うことなき事実だからだった。六年目では大体の者がまだ平社員だ。しかし、瀬名はチーフエンジニア。一つのチームのリーダーを任されている。これは同期の中でも、一エンジニアとしても、かなり早い部類の出世だった。

「モテるのも当然って話だよね。私、瀬名君と同期って知られると、大体飲み会セッティングしてって頼まれるもん。瀬名君忙しそうだから断ってるけど」

「そうなの？」

　瀬名が一部の女子社員から好かれていることは知っていたが、まさかそこまで引く手あまただったとは。驚きに目を見張ると、麻里が意外そうに一花を見た。

「一花は言われない？」

「全然」

「確かに一花じゃ瀬名君来てくれなさそうだもんなあ……」

　その素直な言葉に一花は肩を竦めて見せた。

「みんなよく見てるよ。大正解。私が頼んでも断られるだろうね。でもさ、その前に瀬名だって彼女いるんじゃないの？」

「忙しすぎて作るヒマないって言ってたよ。ほら、この前の同期飲みで。一花も近くにいたでしょ」

「興味ないから聞いてなかった」

　いかにもやる気のなさそうな顔を作って、一花はきっぱりと言った。聞いてなかったのは本当だった。しかし、実のところ、本当に「興味がない」かと言えば、それは少し違っていた。

　聞きたくない、というのが正解に近いかもしれない。

　瀬名の一花以外への女性への対応を見ると、意外とソフトだ。つまり女性の扱いがけっこう上手い。きっと彼女にも優しいのだろうなと想像できる。

　対して、一花への対応はひどいものだ。いつも面倒そうにしていて、優しい笑みを向けられたことなどほとんどない。一花も似たようなものなので、それに対して文句は言えないことは分かっているが、うっかり彼女の惚気などを聞いてしまって、そのあまりの落差を目の当たりにするのが嫌なのだ。

　完全に対象外、まるでお前は女じゃないと言われているみたいで。別に瀬名に女として見てほしい訳ではないが、女性としてのプライドが少なからず傷つく。

　そこには、遡れば三年前に別れた、最後に付き合っていた彼氏とのことが関係しているかもしれない。表向きはお互い仕事が忙しくなり、擦れ違いが多くなって別れを選んだようになっていたが、思ったことは口にして、時には苦言めいたことまで言ってくる一花が煩わしくなったのだろうなということが、それまでの言動から何となくわかってしまった。

　学生時代から四年付き合っていた元彼は、自分が興味のあることにはなんでもチャレンジするフットワークの軽いタイプで、友人関係も広く、ノリが良くてバイタリティのあるところが一緒にいてとても楽しかった。しかし社会人になると、それまでのように時間に余裕がある生活を過ごせなくなったせいなのか、ルーズさが目に付くようになっていた。

　待ち合わせに遅刻するのは普通になり、ひどい時には、電話するとまだ寝ていたこともあった。疲れているのだったら無理に会わなくてもよいと言うと、大丈夫だと軽く受け流される。それ以外でも約束したことを反故にされることが度々あり、気付けば、説教じみたことを言うことが増えていた。そこから喧嘩に発展することも多々あった。

「お前は俺の母親かよ」

「口うるさすぎて、うんざりする」

「言い方がきついんだよ。可愛げねーな」

　うんざりした顔で言われたそんな言葉が今でも頭の隅のどこかに残っている。一花はそれから誰とも付き合っていない。彼氏がほしいなと思わないこともなかったが、仕事が忙しくて余裕がなく、なんだかんだと機会を逃してここまできてしまった感じだ。

　だから一花は自分自身の評価が「可愛げのない女」から更新できていないところがある。本当は一花だって男性に素直に甘えてみたいという気持ちは持っている。しかし、下に妹と弟がいて、長女として育ってきたせいか、ついついしっかり者を演じてしまうきらいがあるのだ。しんどくても大丈夫なように振舞ってしまうし、辛い時に辛いと言えない。

　昔からの性分だから仕方がないところがある。瀬名といると、そういう一花が抱えている女としてのコンプレックスが刺激されてしまう時があった。

　おそらく一花を相当に可愛げがないと思っているであろう瀬名。思い込みもあるかもしれないが、瀬名を通して男性からの評価が透けて見えてしまう時がある。仕事中はそうでもないが、仕事を離れプライベートになると、ぐさっとくる場面に出くわす。

「ほんっと瀬名君に厳しいよね。そんなに嫌い？」

「嫌いって訳じゃないけど……」

　一花は眉を顰めた。嫌いという程ではない。けれど好きかと言えばそれもはっきりとは頷けないし、どうにも表現しがたい。苦手というか相性が悪いというか。一言で言うのは、なかなか難しかった。

「イケメンなのに」

「それはあんまり関係ないでしょ」

　茶化すように言われて一花は苦笑いを浮かべた。けれど否定はしなかった。確かに瀬名はイケメンだったからだ。

　外国の血は混じっていないようだが、系統で言うと、西洋系の顔立ちなのかもしれない。茶色がかった髪と薄茶の瞳にあうように、彫りが深く、二重瞼のくっきりしたアーモンド型の瞳に、すっきりした鼻梁と形の良い唇がバランス良く配置されている。目尻があがっていて目つきが若干鋭めなので睨まれると迫力があるが、普通にしているとそこまで目立たないし、何より笑えば一転して目元が優しくなり、一瞬にして甘くなるので女子受けは良いであろうことは一花も知っていた。

「え、関係あるよ。顔が良いと同じことしてもさあ、ちょっと対応変わってこない？」

「……そう？」

　普段からそこまでイケメン好きの言動がなかった麻里の言葉に、一花は意外そうに瞳を瞬いた。

「一花は顔にこだわりないんだっけ。私もそこまで気にする方じゃないと思ってるけど、瀬名君に笑いかけられるとたまにどきっとすることあるよ。きりっとした顔してるからギャップで笑顔がかわいく感じる」

「え、あいつに？　麻里が？」

　一花は思わずぎょっと声を上げた。それは、今までに麻里からそんな素振りを全く感じていなくて驚いたからだった。そんな一花を見て、麻里は苦笑いを浮かべた。

「そんな驚くことないじゃない。瀬名君でそんな反応するの一花だけだよ。瀬名君、いいじゃん。私は意外と二人はお似合いだと思うんだけどなあ」

「はっ？」

　そう言ってのんびりとクリームパスタを口に運んでいる麻里を、一花は信じられないというように見つめた。

　一花にしてみれば、ひどく突拍子もない発言で、意味を咀嚼するまでしばしの間唖然としていたが、はっと我に返ってすぐにぶんぶんと首を振る。

「いやいやいや。ありえないでしょ」

「なんで？」

「なんでって。私たちの仲の悪さ、見てれば分かるでしょ。言っとくけどね、私、飲みの時とかでも瀬名にどきっとするような顔で笑いかけられたことなんてないからね。そりゃ、私だって瀬名のこと言えないけど、あいつ、私にほんと当たりきついから！　たまにすごい顔で睨まれたりするんだから」

「それだけ一花に心を許してるってことじゃない」

「それは好意的に考えすぎじゃない!?」

　すかさず突っ込むと、一花は呆れたように肩を竦めた。おっとりした性格の麻里は若干天然なところがある。だから今回もそれ故の発言かと思って一花はあまり真剣に取り合うつもりはなかった。しかし、麻里はいたって真面目だったらしく、「そうかなあ」と納得のいかない顔で呟いた。

「瀬名はまったくそんなつもりないと思うよ」

「そう？　そんなことないと思うけど。じゃあ、一花は？」

「え？」

「一花は、瀬名君のことどう思ってるの？」

　さらりと聞かれた質問に、一花はきょとんとした顔で麻里をまじまじと見た。

「……どうって、それは異性としてどう思っているかってこと？」

　今までの話の流れからするときっとそうなんだろなと思いながらも、確認せずにはいられなかった。一花にとっては、何を今更的な質問だったからだ。

　頷いた麻里を見てすかさず口を開く。

「ないよ。ないない。瀬名をそういう風に考えたこと一度もないもん」

「ほんとに？　瀬名君だよ？　イケメンで仕事もできて、ついでに気も利いて優しい瀬名君だよ？　ほんとに、これっぽちも、いいって思ったことないの？」

「だから気を利かせてもらったことも優しくされたこともなんてないんだってば」

　今日はいつもよりやたらと食い下がるなと思いながらも一花は困ったように首を傾けた。

「じゃあ改めて考えてみて。ほら近くにいすぎてとかあるじゃない」

「そこまで近くにもいないけど……」

　言いながらも一花は顎に手を当てて視線を上に向けた。とりあえず瀬名と自分の今までのやり取りを思い返してみる。瀬名の表情、今までに言われた言葉、その時に自分が感じたこと。

「そうだなあ……」

　あの瀬名を男として見る。つまり、彼氏にする対象としてどうかということだろう。デートしたり、キスしたり、セックスしたり。

（うーん……想像つかないな）

　たっぷり時間をかけてから一花は視線を麻里に戻した。

「やっぱり、ない」

　にべもなく、きっぱりと言い切った。
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「これで、よし」

　一花は小さく呟くと、マウスを操作して送信ボタンをクリックした。

（嫌な感じではないよね）

　麻里から瀬名の状況を聞いて、どうしようかとウダウダ悩んだ挙句、結局一花は瀬名に謝ることにした。仕様や納期を変更するのであれば、事前に話を通しておいてほしかったし、その点は瀬名の落ち度ではあるとは思うが、それを差し引いても、むこうの事情も聞かず、あんな風に一方的に問い詰めたのは良くなかったと一花は反省していた。

　他の人だったらああはしなかっただろう。実際に、今までも似たような状況を何度か経験しているが、その際、一花はもっとオブラートに包んで、波風立たないように相手に伝えていた。

　瀬名だからあんなにカッとなったのだ。瀬名はいつも一花の痛いところを突いてくる。ダメ出しすると、ダメ出しし返される。だから一花は瀬名に仕事で認めてもらえていないと思っていた。その気持ちが根底にあるから、今回も蔑ろにされたような気がしてしまったのだ。

　そういう、ある意味私的な感情が入っていた可能性は否定しきれない。それはやっぱり良くない。仕事の時は切り離すべきだ。そう思って、一花は瀬名に謝ることにしたのだが、面と向かうと、素直に謝れる自信がない。瀬名が変な態度をとってきたら言い返してしまいそうだ。そこで一花は社内メールで謝ることにしたのだ。

　文面自体はシンプルで、システム開発部の内情を聞いたこと、事情も知らずに一方的に責めるようなことを言ってしまったことに対する謝罪のみだ。あまりかしこまると逆に嫌味たらしくなるかもしれないと思って言い回しには気を使った。

　送ってしまうと、肩の荷が下りたような気持になった。一花は軽く息を吐くと、別のファイルを開き、そちらに意識を切り替えた。

　

（わ、もう八時？）

　パソコンの画面を見つめて忙しなくキーボードを叩いていた一花は、ふと見た時計が指す時刻に驚いた。さりげなく周囲を見渡すと、席に残っているのは数名ほどでフロアは閑散としている。

　これだけ終わらせたら帰ろうとやっている内に、どうやらけっこう時間が経っていたらしい。キリもいいし帰るかと一花はファイルを保存して閉じると、パソコンの電源を落とした。

　バッグを肩にかけて、扉に向かう。エレベーターのある方へ廊下を歩いていると、こちらに向かって歩いてくる人影に気付いた。

「瀬名」

「あーお疲れ」

　ポケットに手を突っ込みながら少し疲れた顔をして近づいてきた瀬名は、やる気なく返答をしてそのまま一花の横を通り過ぎようとした。

　一花と瀬名は年がら年中いがみ合ってる訳ではない。口争いにまで発展するのは仕事で衝突した時だけだ。同期でお互いのことは入社した時から知っている仲ではあるので、普段から顔を合わせれば挨拶ぐらいはしていた。

「つーかさ、お前何あれ」

　そのまま去って行くと思われた瀬名だったが、隣で急に立ち止まると、胡散臭いものでも見るような目つきでこちらを見ながら、一花の頭を軽く指先でつついた。

「何するのよ」

　いきなりそんなことをされた一花は、触れられたところを手で押さえて瀬名を軽く睨む真似をする。なれなれしく触るなと威嚇する一花に瀬名は、はあ、とわざとらしく息を吐いた。

「あのメールだよ。いきなり謝ってくるとか怖いんだけど。なんか企んでんの？」

「はあ？」

（……こいつ。人がせっかく殊勝な気持ちで謝ったのに。返信してこないと思ったら急にそれ？）

　自分なりに反省したつもりだったのに、そんな風に言われるといささかむっとしてしまう。それでも一花はここで言い返すとせっかくの謝罪が台無しになると思い、その気持ちをぐっと堪えた。

「何よそれ。言い過ぎたと思ったから謝っただけなのに、その言い方はひどいんじゃない？」

「え」

　一花の言葉は瀬名にとっては意外なものだったらしい。驚いたように目を瞠った。

「まさか……本気の謝罪？」

「そうよ。他に何があるの？」

「いや今までそんなこと、してきたことないじゃん……」

　言いながら瀬名はばつが悪そうに頭をガシガシと掻いた。困ったように首の後ろに手を当てる。

「いや、俺別に気にしてないけど。お前が突っかかってくるのいつものことだし。それに」

「それに？」

「まあ、俺も悪いところもあったし……こっちもごめん」

　ぼそぼそと歯切れ悪く発せられた言葉に、今度は一花が驚いて目を見開く。

「瀬名が、謝った」

「ほら、驚くだろ？　俺も全く同じ心境だった」

　同意を求めるように瀬名が一花を見る。それからふっと笑った。

「まあじゃあ今回はお互い様ってことで」

（え）

　不意打ちの笑みに一花の鼓動が意図せずどくんと跳ねた。

　こんな風に瀬名が一花に笑いかけるなんて滅多にない──いやもしかすると初めてかもしれない。だからなのか、不覚にも一花は瀬名の顔に目が釘付けになってしまった。

　そんな自分に驚いて慌てて視線を引きはがすと、髪を耳にかけながらぱっと顔をそむけた。わざと難しい顔をして誤魔化すように指先で髪を直すふりをする。

「葉月？」

　その態度を訝しんだのか瀬名が覗き込むように顔を近づけた。

（ちょ、顔近い！）

　その距離にぎくりと身体が強張る。普段はどうってことのない距離のはずなのに、妙に意識して、過剰に反応してしまっている自分に気付いた。

（ち、違う。これはそういうんじゃないから！）

　──こいつがイケメンだということを忘れていた。このドキドキはそのせいだ。イケメンに笑いかけられたり近くに寄られたりしたら大抵の女はドキドキしてしまうものなのだ。

　麻里が瀬名に笑いかけられてどきっとしてしまったという話を思い出しながら、そんな風に一花は自分に言い聞かせた。

　距離が近くなったことで瀬名から何やら爽やかな香りがふわっと漂ってくる。これ以上動揺させられるのはたまったものでないと思った一花はぱっと顔を戻した。

「そ、それでいい」

　誤魔化そうとするあまり、不機嫌そうな口調になってしまった。そんな一花を見て、瀬名が呆れたように「なんだそれ」と言った。







第二章　予期せぬ夜








（やっぱり、まだいる）

　一花はシステム開発のフロアを覗くと、小さく息を吐いた。これはここ最近、一花の習慣になっている行動だった。自分が帰る前に瀬名の席を確認する。

　なんでこんなことをしているかと言うと、別に瀬名のことを気にしている訳では、断じてない。瀬名のチームが担当している案件の進捗状況が気になっているのだ。理由は、自分が営業担当の案件だから。

　瀬名のチームが他の案件も抱えていて忙しいのは麻里から聞いた通りだった。というのも、前に廊下で会って会話した時に、その別れ際に本人に確認したのだ。

　疲れの滲む顔をしていた瀬名だったが、実際疲れているようで、残業ばかりだと珍しく少しぼやいていた。納期には間に合わせると言っていて、そこはきっちりやるだろうが、瀬名が相当な負担を覚悟していることが言葉の端から察せられてしまった。

　それで一花は責任を感じてしまった。瀬名に担当が移る前、浅沼に確認しながらクライアントからのヒアリングを行っていた。そこでクライアントがリリースを急いでいそうな雰囲気を感じ取った一花は浅沼に納期を早められないかお願いをした。通常よりも厳しいスケジュールであることは理解していたが、クライアントが別の会社も検討していることを知っていたのでそうしないと受注できないと判断したのだ。

　その事情をくみ取ってくれたのか、浅沼はそれをあっさりと引き受けてくれ、無事受注することができた。しかしその後、浅沼は別案件のトラブルにより担当を外れた。その時には次の段階に移っていたため、一花はもうあまりタッチしていなかった。この段階に入ると、開発チームがメインで案件を進める。営業は調整が必要になった時だけ出ていくのだ。

　そんな段階の、既に設計に入りかけていたところで交代して担当を引き継いだのだから、瀬名はだいぶうまく説明したのだと思う。それらに一花を関わらせなかったは、一花の立場を考えてのことだったのかもしれない。そのことに一花は遅ればせながらも気付いていた。そもそもが無理なスケジュールで受注して、結局そのしわ寄せをすべて食らったのは瀬名だったのだ。

　時刻は九時。一花自身も今日は仕事が立て込んでしまってだいぶ遅くなってしまったが、見れば瀬名はまだバリバリ働いていた。営業とシステム開発部のオフィスは同じ階にあって隣同士にある。しかし、営業部が入っている部屋の方がエレベーター寄りにあるので、わざわざ帰る方向と反対に行かないとシステム開発部の様子を窺うことはできない。なので、一花は瀬名の姿を確認するためだけに、帰りがけにシステム開発部を覗きに行っていた。

　システム開発部のフロアには、ポツポツと人影が残っていた。内勤が多いので、ラフな格好で働いている人も多い。必要な時だけ、スーツを着てくるという具合だ。瀬名も同様で、今日はデニムにシャツ姿でパソコンと向き合っている。

「お疲れ。まだ帰らないの？」

　パソコンに向かう後ろ姿に近寄っていて声を掛けると、面倒そうに瀬名が首だけで振り返った。

「葉月か……。見ればわかんだろ」

「ご飯は食べた？」

「いや……まだ。あーもうそんな時間か」

「はい」

　目頭を指で押さえる仕草をする瀬名を見ながら、一花は言葉と共に瀬名のデスクの端にコンビニの袋を置いた。中にはおにぎりやサンドイッチが入っている。こんなことだろうと思ってコンビニに行って買ってきたのだ。

「え、なにこれ？」

「私の夜ご飯の残り。たくさん買いすぎちゃって余ったから。いらなかったら捨てて」

　やや早口でそれだけ言うと、じゃあねと一花はさっさと踵を返した。急いだのはこんなものはいらないと突き返されるのを防ぐためだった。

　後ろから何か声が聞こえたような気もするが、一花は振り返らずそのままフロアを出た。

　──と、こんな感じで、その日から一花は、瀬名が疲れた顔をしている時などにタイミングを見て、夜ご飯を差し入れするようになった。

　それは特に金曜が多く、瀬名も最初は一花が現れると、「そんなことしなくてもいい」と言わんばかりの顔をして、実際に何度かそう口にもしたが、途中から諦めたのか段々と受け入れるような態度に変わっていった。

　そして、更に日が進むと、「あれが食べたい」とリクエストのメッセージを送ってくるようにまでなった。

　時には図々しいなと思う内容もあったが、メッセージが入ると、一花はちゃんとそれを調達して瀬名まで届けに行く。そしてついでに進捗を確認する。瀬名が一人で残業して無理をしているせいか、今のところは工程通りには進んでいるようだった。

　そうやって瀬名のことを気にしながらも自分の仕事をこなしていると、一週間はあっという間に過ぎた。それを何度か繰り返し、気付けば、月が移り変わるほど日が進んでいた。

　

「瀬名！」

　コピー機から自分の席まで歩いていた一花は、扉の向こうを歩く人影を目にして、慌ててフロアから抜け出して声を張り上げた。

　その後ろ姿はずいぶん先に進んでしまっていたがどうやら一花の声は聞こえたらしい。足を止めると、かったるそうに振り返った。

「なんだよ」

「例のシステム、クライアントが確認する日、明日だよね？　どう？　順調？」

「あー……」

　足早に歩み寄った一花は、何だか歯切れの悪そうな瀬名のリアクションを見て不安げに眉を寄せた。

「え？　まさか」

「いや、何とかできてる。今チーム総出で最終テストしてる」

「そっか。よかった」

　胸を撫で下ろした一花は、小さく口元に笑みを浮かべた。瀬名が担当しているシステムのことは一花もスケジュールを把握している。確か、明日一度クライアントに確認してもらうことになっていたはずだ。完成した訳ではないが、ある程度開発が進んだ段階で一度クライアントに見せて、要望通りのシステムになっているか確認してもらうのだ。それまでにいくつものテストをしなくてはいけないので今はかなり追い込みのはずだ。

　一花は瀬名をちらりと見た。目の下にはうっすら隈ができ、いつもきりっとしている顔からは疲労感が滲み出ている。

（きっと今日も早くは帰れないんだろうなあ……）

　ここまで彼の仕事量を増やした責任の一因は自分にあることは自覚しているので、一花は後ろめたさを感じながら瀬名に案じるような目を向けた。

「もう山場は越えてるから。そんな必要以上に気にしなくていいよ。もうメシとかも大丈夫だから」

「え？」

　そんな一花を見て何を思ったのか、瀬名が急に口を開いた。突然の言葉に驚いたような顔で見上げると、瀬名はふっと息を吐いた。

「仕事だし。そこまで責任感じる必要ない」

「いや、でも」

　淡々と言われて、あたふたとしてしまう。けれど、そんな態度を気にする素振りもなく、瀬名はまるで子どもを宥めるような仕草で一花の頭にぽんと手を置いた。

「じゃ、俺忙しいから。お前も俺ばっか気にしてないでちゃんと仕事しろよ」

　何か言おうと口を開きかけたところに、ぐしゃぐしゃと髪をかき回されて、一花は思わず「やめてよ」と声を上げた。髪に気を取られている間に、瀬名は一花からぱっと手を放してさっさと先に行ってしまう。

「そんなこと言われても……」

　一人残された一花は思わずぽつりと言葉を零した。

　

（やっぱりまだいる……）

　その日の夜十時過ぎ。一花は残業を装ってまだ社内に残っていた。けれど勤怠にはつけていない。時間を潰すために仕事はしているが、別に今日絶対にしなくてはいけない仕事ではないからだ。何度も帰ってしまおうと思ったが実行には移せなかった。どうしても瀬名が気になるのだ。

　いや違う。瀬名ではない。明日までにクライアントに見せる状態までシステムが完成するのかが気になるのだ。間に合わないとなったら会社の信用はなくなる。営業担当である一花の責任にもなる。

　いつもこんなに気にしている訳ではないが、今回は特別だ。なにせスケジュールがこれまでになく厳しい。瀬名が納期を伸ばしてもらったがそもそもの設定が厳しくて、他の案件も抱えている瀬名はそれに見合ったリソースを確保できていない。だからちゃんと完成したのか、自分の目で確かめるまで不安なのだ。

　一花はそう言い聞かせながら、何度かシステム開発部のフロアを覗きにきていた。けれど瀬名にもう気にしなくてもいいと言われた以上、大っぴらに覗くのも気が引ける。だからコソコソ陰から見ていた。

　少し前に見に来た時は瀬名の他にチームの何名かも一緒に作業していた。けれど、今は瀬名しかいない。フロアにはまだちらほら人がいるが、すべて別のチームの人たちだった。

（ってことは、もう終わりそうなのかな……？）

　だったら声を掛けてみてもいいかも。

　一花は周りをきょろきょろと見回した後、ゆっくりと足を踏み出して、瀬名の背後に近づいていった。

「瀬名」

　横まで来ると、一花はとんとんと肩を軽く叩いた。

「おわっ！」

　びくんと肩が震え、前を向いていた顔がぱっと横に向けられる。瀬名は一花の姿を認めるとじろりと睨んだ。

「お前、驚かすなよな」

「……ごめん。まさかそんなに驚くとは」

「集中してたんだよ。何？」

「いや何っていうか……」

　一花は歯切れ悪く答えると、迷うように視線を彷徨わせてからおそるおそる口を開いた。

「ちゃんとできたのかなって……」

　目線をそらしたままで小さな声で言うと、目の前の瀬名がはあっと大きなため息をついた。

「もう終わる。つーかさ、俺お前に」

「わかってる！　わかってるけど、やっぱり営業担当だし、気になるの」

「え、まさかその確認のためにこんな遅くまで残ってたとか言うなよ」

「いやいやいや。そ、それはない。私も明日までに終わらせなきゃいけない仕事がちょうどいっぱいあって！」

「ふーん……」

　慌てたような一花の口調に瀬名の目が細められる。まあそりゃ嘘くさいよね、と自分でも言い訳じみてることは自覚していた。だから一花は話題を変えようと、素早く口を開いた。

「チームの他の人たちは？」

「一段落ついたから帰した。大体テストはクリアできたし」

「あ、そうなんだ」

　言いながら一花はほっと胸を撫で下ろす。それから瀬名を見て、あることに気付いた。

「夜ご飯は？　食べた？」

「……まあ、適当に」

　そのあまりに素っ気ない口調に今度は一花が瀬名を疑いの眼差しで見る。

（いや絶対食べてないでしょ。集中し過ぎて忘れてた？）

　じいーっと目を細めて瀬名を凝視していた一花は、次の瞬間、ぱっと身を翻した。

「なんか買ってくる」

「いやいや、待てよ」

　そのまま足を踏み出そうとした一花だったが、横から伸びてきた手に腕をぐいっと掴まれて、つんのめってしまう。

「離して。どうせ食べてないんでしょ」

　その手から逃れようと腕を前後に動かしながら、首だけ振り向いて瀬名を見る。邪魔するなと言わんばかりの眼差しを向けていると、瀬名がまたもや、はあっと大きなため息をついた。

「わかったよ。じゃあせめて金持ってって」

　言いながら瀬名は自席の一番上の引き出しを開けて、中にあった黒の二つ折りの財布を一花にずいっと突き出した。

　──それから、会社のすぐ近くにあるコンビニ行った一花は、おにぎりや飲み物などを適当に買って会社に取って返した。

　戻ってくると、袋から取り出したおにぎりを瀬名の席の端に置いていく。すべてを置き終わると、一花は預かった財布とレシートを瀬名に差し出した。

「これ、レシート」

「……ああ、そこに置いといて」

「わかった」

　一花はおにぎりの横に財布とレシートを置くと、瀬名の横からパソコンの画面を覗き込んだ。

「進捗はどう？」

「あー……うん、ちょっと気になることがあって」

「えっ」

　もしやバグが発生した？　一花は画面を見るが、はっきり言ってよく分からなかった。知識のない一花が見てすぐにわかるものではない。

「大丈夫なの？」

「ちょっと黙ってて」

　瀬名はキーボードの上で手を動かしながら食い入るように画面を見ている。一花の言葉など、右から左に流れてしまうようだ。どうやら集中しているらしい。

　一花は邪魔をしないようにそっと後ろに下がると、くるりと振り返って小脇に抱えていたノートパソコンを瀬名の背後にある小さな丸テーブルに置いた。、おそらくチーム内での打ち合わせ等で使われているものだろう。

　それから瀬名の隣の席の椅子を丸テーブルの方へ移動させる。瀬名の邪魔をしないように注意を払って、一花はそっとノートパソコンに向き直った。

　

「終わった」

　その言葉と同時に、瀬名は腕をだらんと下げて、勢いよく背もたれにもたれかかった。天井に顔を向けて目を閉じている。一花はその姿を見ながらゆっくりと立ち上がった。

「お疲れさま。無事に完了してよかった」

「おわっ」

　横に行って上から覗き込むようにすると、ぱっと目を開いた瀬名と目が合う。どうやら集中し過ぎて一花の存在をすっかり忘れていたらしい。瀬名は飛び上がるように体を起こした。

「え、お前……いたの？」

「ずっと後ろで作業してたよ？　気付かなかった？」

「いやいや、帰ってくれてよかったのに」

　戸惑いが滲み出る口調に、一花は心外そうに眉を寄せた。

「なんかトラブってるみたいなのに知らん顔して帰れないでしょ」

「そんなこと言ったってお前がいても何か手伝える訳でもないじゃん」

「心情的な話でしょ！　営業担当なんだからスケジュールに間に合わないかもしれないとなったら心配するのも当然なの」

　役に立たない扱いをされていささかむっとした一花が負けじと言い返すと、瀬名がはっと何かに気付いたような顔をした。

「お前電車大丈夫なの？　時間見てる？」

「え！」

　慌てて一花はポケットからスマートフォンを取り出す。表示された時刻は深夜十二時を過ぎていた。瀬名の作業の方ばかり気にして、時間のことをすっかり失念していたらしい。一花の顔からさっと血の気が引いた。

（あ～～もう、何やってんの！）

　乗換案内のアプリを立ち上げて、せかせかと操作をする。一花がこちらの部署に来た時にはフロア内にちらほら残っていた人たちもすっかり姿を消している。誰もいなくなった時に、察して時間を気に掛けるべきだった。後悔にも似た気持ちが湧き上がった。

　画面を食い入るように見ていた一花だったが、次の瞬間、がくっと肩を落とした。

「いっちゃってる……」

「やっぱり。ちなみに俺も」

　かさかさと音がして、そちらを見ると瀬名がおにぎりのフィルムを剥がしているところだった。ぱくりとそれを頬張られて、一花は信じられない、とでもいうように眉を寄せた。

「そんな呑気におにぎり食べてる場合!?」

「いやだって終わったら安心して急に腹減ったから」

「二人とも終電行っちゃってどうすんのよ。この近くになんかあったっけ？　カプセルホテルとか……」

　とりあえずスマホでどうにか寝る場所を探すしかない。明日も仕事なのに、横になれないまま一夜を過ごすのは辛すぎる。そう思った一花が手に持っているスマホを操作しようと画面を覗き込むと、おにぎりを飲み込んだ瀬名が口を開いた。

「寝るところなら一応あるけど」

「え？」

　思ってもみない言葉に一花はきょとんとして瀬名を見た。

　

「こんなとこ、あったんだ……」

　瀬名の後についてシステム開発部の隅にあった扉から中に入ると、一花は驚きの声を上げた。

「うちは納期やばい時とか泊りで作業するから。物置みたいになってたこの部屋を仮眠室に改造したらしい。ちょっとだけでも横になれるところがあると楽なんだよな。あとは休憩の時とかも使ってる」

「……そうなんだ。資料室かと思ってた」

　一花は部屋の中をきょろきょろと見回した。八畳ほどの広さの室内には、壁にくっつけるようにシングルサイズのパイプベッドが一つ置いてある。他に、三人ほどが横に並んで座れそうなソファが二つ向かい合うように置かれており、その間に小さなローテーブルがあった。

「暑いからエアコンつけるか」

　瀬名が言いながらリモコンを操作するとピッと電子音が鳴った。今の季節は六月。最近は気温が上昇気味でやたらと蒸し暑い日が続いていた。そのせいか、今まで締め切られていた室内は、確かに少々むわっとしている。エアコンが作動すると、すぐに涼しい風が肌に当たった。

「ここって開発の人以外が使っても大丈夫なの？」

　一花が気になっていたことを口にすると、瀬名は一瞬、何とも言えない微妙な顔をした。

「あー……ま、部署外の人間が使っても大丈夫とは思うけど」

「けど？」

　変なところで間を空けた瀬名を一花は不思議そうに見やる。

「女が泊まるっていうのがまずいかも。ほら、うちの部署は男ばっかだから。今まで女がここに泊まったことはたぶんない」

「え……な」

　なんで、と聞こうとして一花は言葉を呑み込んだ。なんでも何もない。普通に考えて、男女が一緒の部屋に寝るというのがまずいということなのだろう。

「で、でもっ、私たちは別に、そういうのは大丈夫なんじゃない!?　ほ、ほらお互い意識とかしてないし」

　そのまずい状況に今まさに自分たちが直面している、という現実に気付くと、じわりと頬が熱くなるような感覚を覚えた。そんな自分に軽く動揺してしまって、誤魔化すように口を開けば、妙に早口になって焦ったように話してしまう。

　横目でちらとこちらを見た瀬名が、気まずそうに指先で頬を掻いた。

「え、な、なに、その間は……まさか……」

「意識なんかしてねーよ。自意識過剰か」

　一花の言葉に条件反射のように反応した瀬名は、ついでのように鼻先で笑った。一花はむっと口を尖らせる。

「じゃあ紛らわしいリアクションしないでよ」

「お前が勝手に勘違いしただけだろ」

「な、」

　冷たく言われてむかっときた一花は更に言い返そうとしたが、ぐっと口を閉じた。言い合いになって仮眠室を貸さないなんて言われたら困る。自分の置かれた立場に気付いたのだ。

「ま、朝ちょい早めに起きて戻れば大丈夫だろ。そんなに朝早く来るやつもいないし」

　急に黙った一花を見てこれ以上はまずいとでも思ったのか、気を取り直すように言うと、瀬名は壁際に並んでいるロッカーの方へ歩いて行った。

「う、うん……」

　瀬名は黙って一つのロッカーをがちゃりと開けると、中から出したものをパイプベッドに放った。

「何？」

　パイプベッドのマットレスの上に乗ったものは、折り畳まれた布だった。それをまじまじと見ていると、瀬名が手に取ってばさりと広げる。

「シーツ。ベッドを使いたいやつは自分でシーツを用意して使うのが一応ルールなの。お前ベッドで寝ていいよ。俺のシーツで悪いけど」

「えっ」

　その言葉に一花は驚いて瀬名を見た。

「……いいの？　だって瀬名は？」

「俺はソファで寝る。あれソファベッドだから倒せるし」

　瀬名が視線を向けた先を一緒に見て、一花は「ああ」と頷いた。背もたれ部分を倒してベッドにできるということだろうか、と広さを想像しながら口を開いた。

「いや、だったら私がソファで寝る。だって瀬名はいつもこっちで寝てるんでしょ」

　準備良くシーツが用意してあったところを見ると、そうに違いないと思った。借りる分際であまり図々しいことも言えないので、一応気を回した格好だった。

「そうだけど、そんなん別にいいよ。意識はしてないけど、一応お前も女だから気を使ってやってんの。もういいから、早く寝る準備すんぞ」

「……うん……ありがとう」

　引っかからない言葉がなくもなかったが、もう夜も遅いしできればさっさと寝たい。そう思った一花は多少のことは目を瞑ろうと頷いた。それから、思い出したようにお礼の言葉を口にした。

　

「じゃあ、電気消すよ」

「うん。おやすみなさい」

「ああ。おやすみ」

　三十分後。寝る準備を整えた二人はそれぞれ、ベッドとソファベッドに横たわった。瀬名がスイッチを押すと、部屋の中は暗闇に包まれる。一花は瀬名から借りたタオルケットを被って目を閉じた。

　瀬名はデニムにカットソーというラフな格好で寝やすそうだったが、一花はシャツにスカートで横になっている。着替えたかったが、何もないので仕方がない。営業職で客先に出向くことが多い一花は、ロッカーに何かあった時のための予備のスーツが一式入っているので、明日はそれに着替える予定だ。だから多少服にシワが付くのは覚悟の上だった。

　スカートで寝るので、捲れたりすることを懸念して瀬名は一花にタオルケットを貸してくれたのだろう。別に寒くないからと言って、瀬名は特に何も被らずそのままで寝るらしかった。

　飲み会などでどんなに酔っぱらっても絶対にお風呂に入ってからでないとベッドに入れない一花は、本当はシャワーをあびて眠りたかったが、仮眠室があるからといって、シャワーまでついている訳ではない。それでも、コンビニに行って、メイク落としとスキンケアセット、歯ブラシ、ショーツ、ストッキング、ボディシートを買ってきて最低限のことはしたつもりだった。　

　瀬名の前でメイクを落とすことに少し抵抗はあったが、一花は切れ長の目と薄い唇、シャープなフェイスラインのせいか、きりっとした印象を与える顔立ちをしているので、メイクを取っても顔の印象にそこまでの変化がない。

　なので元々素顔を晒すことにあまり恥ずかしさがなく、結果的に別にいいかと開き直った。瀬名になんかじっと見られていたような気もするが、気付かない振りをしてそのままやり過ごしてしまった。

　ストッキングも脱いで、一花的には寝る準備は万全のはずだったが、どうにも落ち着かなくてすぐに目を開ける。会社の中。いつもと違うベッド。そして同じ部屋の中に瀬名がいること。シーツやタオルケットから漂ってくるのか、ほのかに感じる洗剤の香りが、瀬名のにおいのような気がしてしまう。

　あまりにもイレギュラー過ぎて変に感情が高ぶってしまっていた。なかなか眠りは訪れそうにない。

（しかも、ブラがなんか苦しいし……）

　一花は普段、寝る時はブラを外して寝ている。だからなのか、胸まわりの締め付けがやたらと気になった。果たしてこんな状態で眠れるのだろうか。横になりながらも知らずと眉間にシワが寄ってしまう。

（外しちゃおうかな……）

　一花はゆっくりと寝返りを打って瀬名が寝ているソファベッドの方を向いた。真っ暗なので、目が慣れてもそこまでは見えないが、何となく、こんもりとしているあれがそうだろう、と当たりをつける。寝息は特に聞こえないからまだ眠ってはいないかもしれない。そう思いながらごそごそとスカートからシャツと中のキャミソールを引っ張りだして、腕を後ろに回す。きつい体勢だったか何とか指を伸ばしてホックに手を掛けた。

　プツンとホックが外れると、ふっと締め付けが緩んだ。一花は思わず息を吐く。

（……これならなんとか）

　今度は浮いたブラが肌に当たって違和感を覚えるが、さっきよりはましだと自分を納得させる。さすがにブラを全部外すのは、ごそごそと物音がうるさすぎて瀬名に気付かれるかもしれないし、朝起きた後の対応も大変そうだ。一花はもう一度寝返りを打つと、今度は壁際に身を寄せた。寝る時は壁にくっつくようにしていると安心するのだ。

　すると疲れもあり、しばらくして段々ウトウトと睡魔が忍び寄る。一花は、そのままゆっくりと眠りに落ちた。
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　──がちゃり。

　朝方の眠りが浅くなったタイミングで、近くから聞こえた音に一花はふっと目を覚ました。

　いつもと違った状況のせいなのか、途中も何度か起きてしまっていた。それもあって、扉の開閉音のような音を敏感に拾ってしまったのだ。

（……トイレか）

　ぼんやりとした頭でも、大体の察しはついた。大方、瀬名がトイレにでも行ったのだろう。一花のベッドは扉近くに位置しているので、はっきりと聞こえたようだった。

　トイレは開発部のオフィスを抜け、廊下を出た先にある。瀬名の足音が遠ざかると、部屋には再び静寂が訪れた。十分な睡眠がとれていない一花はまだまだ眠かった。そのまま、夢と現の間を彷徨っているような状態になってウトウトし始める。

　そのまま再度の眠りにおちようとした時、突然、ぎしりとベッドが軋んだ。

　タオルケットの隙間から何かが滑り込む。いきなり、隣に現れた大きな塊が一花を壁際に押しやった。

（……え？）

　その不自然な感触と押されて揺れた身体の違和感で一花ははっと目を覚ました。覚醒したばかりの頭では一体何が起きたのか分からなくて、混乱のまま少しぼんやりしてしまう。しかし、唐突に事態を理解した。

（……もしかして、瀬名？）

　どうやらベッドに誰かが入ってきてそのまま隣に寝ているらしい。後ろから感じる人肌のような温かみと呼吸音に、一花はそう察する。それが誰かと考えれば、当然、思い浮かぶのは瀬名だ。他の人がいきなり登場したと考えるのも怖いので、むしろ彼でなければ困る。

（……あ、そっか）

　瀬名が先ほどトイレに行ったことを何となく覚えていた一花は、戻ってきた際に、寝ぼけて自分が寝ていたところを間違え、こちらのベッドに入ってしまったのではないかと考えた。確か、いつもはこのベッドで寝ていると言っていた。

「ちょ、瀬名」

　元々の一花の習性を考えると、おそらく壁際に寄って寝ていたのだろう。横の少し空いているスペースに無理やり瀬名が割り込み、一花はますます壁際に追いやられた。シングルベッドなので、今やだいぶぎゅうぎゅうだ。壁と瀬名に挟まれた形になった一花はほとんど身動きが取れなくて、首だけを捻って一生懸命そちらを見た。早く瀬名にベッドから出て行ってもらわなければいけない。一花は瀬名を起こそうとしたのだ。

　しかしその時、思いもかけないことが起こった。

　後ろから伸びてきた手がするりと身体にまわったのだ。

（えっ）

　突然の展開に、一花は驚いた。抱き寄せられるようにされて、びくりと身体が強張る。力の強さと男性特有のがっしりした感触、そこにプラスされた温もりがあまりにリアルで一花の鼓動が跳ねた。

　この事態に、どれだけ寝ぼけているんだ、これはシャレにならないと一花は慌てた。

「せ、せなっ」

「……葉月」

　腕から逃れようと身を捩りながら瀬名の名前を呼んだ瞬間、頭の後ろから聞こえてきた声に、一花はぴたりと動きを止めた。

（……今、名前呼んだ!?）

　もしかして、起きてる？　一花はぎくりと身体を硬くしながら、呆然と目を見開く。若干寝ぼけているような声ではあったが、確かに瀬名の声だった。瀬名は確かに一花の名前を呼んだ。しかも、なんだかとても優しいトーンだった。

　──まるで恋人の名前でも呼んでいるみたいに。

　混乱の渦にいる一花は、その次の瞬間、またびくりと身体を震わせた。

　首の後ろに吐息のようなものを感じたのだ。一花の髪型はレイヤーボブで長さは肩につかないぐらいだ。横になっていることで髪が散らばり、露出した肌部分に何かが触れている。

（待って。におい嗅いでない!?）

　一花は自分を落ち着かせるかのように目を瞬いた。状況を整理すると、一花は瀬名に抱き寄せられて名前を呼ばれ、首のにおいを嗅がれていることになる。その瞬間、爆発したみたいに身体がかっと熱を帯びた。　

　恋人にでも間違えられているのだろうか。いや、麻里は瀬名に彼女はいないと言っていた。それに、はっきりと一花の名前を呼んでいる。ということは、瀬名は相手が一花だとちゃんと認識しているのだ。

（これ絶対起きてるよね!?）

　とても寝ぼけているとは思えない意思を感じられる行動に一花の頭はパニック寸前だった。

　今、自分は瀬名に襲われているということなのだろうか。あの瀬名が？　イケメンでモテる彼が、女に困って性欲を持て余すなどということはとても考えられない。一花は同期だし、これからの関係性もある。そこまで見境ないタイプでは絶対ないだろう。

　ということはどういうことなのか。

　一花の許容範囲を超えた展開に頭がついていかない。しかも瀬名の腕の力が思った以上に強くて身動きも取れない。一花がどうしようかとあわあわとしていると、不意に瀬名の手がもぞりと動いた。

「ひゃっ」

　驚いて思わず声が飛び出した。瀬名の手は何かを探すように一花の腹部あたりでもぞもぞしている。

「なに、やめて」

　くすぐったくて、たまらず一花は声を上げた。同時に何とか逃れようと身体を左右に動かす。すると、何をどう思ったのかその手はするりと上に移動した。

「え、うそ。や」

　瀬名の手が動いた先にあったのは、一花の柔らかな膨らみだった。

「むりむりっ」

　一花は必死にもがいた。しかし、瀬名の腕はびくともしない。相変わらずもぞもぞと動いているその手は、ふわふわしたそこに触れると、感触を確かめるように、すり、と優しくそこを撫でた。

「……っ」

　男性に触れられる、そういったシチュエーションにあまりに縁遠くなってしまっていたせいなのか、久しぶりの刺激に、身体がやたらと敏感に反応してしまう。しかも寝る前にホックを外したせいで、ブラが完全に上がってしまっている。つまり、シャツと薄いキャミソールしか隔てるものがない。電気が走ったような感覚が走り抜けて、口から上擦った息が漏れた。

　そんな自分の反応に驚いてしまって、一花は思わず動きを止めて、口元を覆うように手で押さえた。それが余計に瀬名の手に自由を与えてしまったのか、先ほどよりも活発にその手が動き出す。

　実は一花の胸は意外と大きい。しかし体型のせいなのか、服を着ているとあまり目立たず、過去、旅行に一緒に行った友人が脱いだ一花を見て驚くということもあった。そんなボリュームのある胸を探索するかのように、そろりそろりと指先が撫でていく。

　触れられたところが熱を帯び、じわじわと身体が高ぶっていくのがわかった。

　そこで、ようやくはっとした一花は、瀬名の手の動きを何とか止めようと口を開いた。

「瀬名、やめてってば」

　はっきりと拒絶の言葉を口にしようとしたのに、変な息が漏れそうになるのを堪えるあまり、妙に弱弱しい声になってしまう。

　本当は手で叩いてでもやりたかったのだが、いかんせん、一花は腕があまり身動きの取れない状況にいた。壁際方向に横を向いて寝ている状態で、右手は身体に回った瀬名の腕に抑え込まれるような形になっていて、左手は身体とベッドの間に入り込んでしまっている。つまり身体を捩ることしかできなかったが、先ほどから一花が動こうとすると、逃すまいとでもいうかのように瀬名の腕の力が強くなる。

「瀬名、本当に……んっ」

　胸の感触を確かめるように、膨らみのカーブに触れていた指が、ある一点を掠めた時、一花の身体が盛大に跳ねた。

　瀬名が指を動かす度に微妙に布地が擦れて、胸の先端は先ほどから勃ち上がり始めていた。つまり、かなり敏感になっていたのだ。そんなところを爪先が掠っていったのだから、たまったものでなかった。

　しかも、一度では終わらなかった。それを合図にしたかのように、こすこすと指先がその上を行ったり来たりし始めた。

「んぅ……」

　声が漏れそうになって、慌ててそれを噛み殺す。唇をぎゅっと引き結んだ。その間も指先は乳首の上を撫でまわすように動く。

　そうこうしている内に、ぷくりとはっきりと乳首が勃ち上がってしまう。そうなると、まるでそこが目印になってしまったようなものだった。今度はカリカリと爪先で引っ掻くようにされてしまう。

（これだめ……！）

　声を殺すのは、声を出してしまったら感じていると認めてしまうようなものだと思ったからだった。こんな状況で瀬名の意図もわからず、これが愛撫なのかもわからず触れられて感じてしまうなんて、恥ずかしいし悔しかった。だから一花は自分が快楽を拾っていることを認められなかったのだ。

　しかし、これ以上は否定しづらい状況だった。カリカリと執拗に弄られて今や胸の先はじんじんと痺れたように熱くなっている。口を必死に閉じているせいで鼻からの息が荒くなってしまい、顔をベッドに押し付けるようにして隠してはいるが、ふーっふーっと漏れる音がそれを如実に伝えていた。

　決して乱暴な触れ方ではない。けれど、そのソフトタッチが余計に性感を煽った。身体の自由を封じられてじっくりと胸の先だけを集中して苛められる。もしかしてそのシチュエーションが余計にいけないのかもしれない。

　指の腹がぴんと尖ったそこをスリスリと優しく撫でる。偶然なのか故意なのかわからないが、ぐっと時折強く押されると柔らかい肉に乳首がめり込み、するっと指先が移動した瞬間、元の位置に戻る。その時に思い切り布地に先端が擦れて強い刺激に襲われた。身体がびくんと震える。

「……ん、んん」

　しっかり閉じているはずの口から声が漏れてしまい、いよいよこれはまずいと一花は怯えた。声を抑えるのに必死で瀬名を止めるための言葉を発するなんて到底できない状況になってしまっていた。段々と頭がぼうっとし始めている。しかも先ほどから、乳首を擦られる度に、下半身が熱くなるような感覚を覚えていた。

　少しずつ指先の力が増しているような気がする。こすこすと擦るぐらいだったのが、いつの間にかくにくにと捏ねるような刺激の仕方に変わっていた。

（あ……あ、だめ。気持ちいい……！）

　とうとう一花ははっきりとその感覚を認めた。自分でもなんでこんなに感じてしまっているのかは分からなかったが、それは今までのセックスの時の愛撫よりも格段に気持ちが良いような気がした。

（なんで？）

　自分に欲情しそうにない男に押さえ込まれているからだろうか。それはどこか非現実的で。だから思考が段々と現実から剥離していくような感覚を覚える。恐ろしいことに、その指先の動きに夢中になっている自分がいる。いつの間にか、もっともっととーー。

　しかもなんとなく、首筋にかかる瀬名の息も荒さを増しているような気配があった。触れ合っている肌からその熱が伝わる。瀬名の身体もまた熱くなっているような気がした。腰回りには硬い感触が押し当てられているような気も。

　しかし、それについて冷静に分析をする思考はもう一花には存在しなかった。持て余す熱を誤魔化すように、自然と太ももを擦り合わせていた。脚の間がじんじんと熱を帯びるようになってしまっている。

「んっ……」

　鼻にかかった声だった。乳首を横から引っ掻くようにされて、今までで一番身体が跳ねてしまう。続けざまにカリカリと刺激を与えられて、きゅんとお腹の奥が切なく疼いた。

（これ以上は……もう）

　だめだ、と一花はぎゅっと目を閉じた。弄られているのは片側の胸だけなのに、なぜかもう反対の胸の先端もぴんと尖っている。脚の間には更に熱が溜まっていた。

　これ以上されたら、どうにかなってしまう。そんな恐怖があるのに、頭は気持ちよい感覚を必死に追ってしまっている。もう、それしか考えられないほどに。

　いつの間にか一花は身を任せるように目を閉じていた。抗う力は波が引くようになくなり、快楽に流されながらぼんやりしてしまう。

　しかしそうやって少しの時間が経った頃、一花はあることにふと気付いた。

　先ほどまで一花を弄って活発に動いていた瀬名の手が、いつの間にか止まっていることに。

「……え？」

　ぱっと目を開けて暗い空間を見つめる。この部屋は小さな窓が一つあるだけで、しかもそこにはブラインドが下がっているのでほとんど外の光が入ってこない。おそらくもう朝方だろうが、まだまだ室内は暗かった。

　一花は息を潜めて隣の気配を探った。すると、すぐ近くから、とても気持ちよさそうな寝息の音が聞こえてきた。

「……寝てる？」

　思わず、といった具合に声が漏れてしまう。

　まさか、と思った。

（え？　本当に寝てる？　……まさか、いやいや……本当に？）

「せ……瀬名？」

　一花はおそるおそる名前を呼んでみた。少し時間を置くが返事はない。一花はもう一度、瀬名の名前を呼んだ。しかしそれも返事はなかった。聞こえるのはすーすーといった、寝息の音だけ。

　それで一花は瀬名が本当に寝ていることを確信した。

（ええ？　もしかして、今までのことも全部寝ぼけてたとか言わないよね？）

　愕然としながら一花は思考を巡らせた。

　確かに、寝ぼけていたと考えると納得のいく部分も多々ある。まず、そもそも瀬名が一花にちょっかいをかけてくるということ自体がおかしい。瀬名の性格と二人の関係性を考慮すれば、ほとんどありえないといっても言い過ぎではないと思う。そんな色っぽい関係なんてなりようがないのだ。

　それに、瀬名がベッドに入ってきてから発した言葉が「葉月」だけだったというのもおかしい。もし万が一、瀬名が一花に欲情してベッドに入ってきたとしても、何かしら言葉で誘導したり懐柔したりするだろう。黙って一方的になんて犯罪めいているし、瀬名の性格上、とりあえずでも同意は得るだろうと思えた。

　寝ぼけていたのに、あんなにいやらしく触れるのかと言えば、ちょっとおかしいと思うところもあるが、もしかしたら何か夢でも見ていたのかもしれない。

　つまり寝ぼけてこちらのベッドに入り、最初は会社の夢でも見ていたのが、段々とエッチな夢に変わった。いや、エッチな夢とも限らない。例えば手先を動かすような、そんな夢だったのかもしれない。

　一花はうーんと考え込んだ。

（そんなことある？　でも、寝ぼけてたとしたら、私……）

　──そんな状態で触れられて感じていたのか。

　そう思い当った途端、かあっと顔が熱くなった。

　別に瀬名はそんなつもりはなかったのだ。ただ、夢に支配されて指先を動かしていただけ。それなのに、勝手に感じて、身体を熱くさせて。

（う、わああ）

　最悪だ、と一花は思った。最高に恥ずかしい。穴があったら入りたい気分だった。

　瀬名の手はいまだ一花の胸元付近にある。端から見れば、まるで彼氏が彼女を後ろから抱き締めて寝ているみたいな、仲睦まじい体勢にあった。

（もおおお！　なんなの!?）

　一花は舌打ちでもしそうな顔で、身体の上にのっている瀬名の腕を振り払うべく手を動かした。

　

　──ピピピ、ピピピ、ピピピ……

　枕元に置いているスマートフォンから電子音が聞こえてくる。一花が寝る前にセットしたアラームの音だった。

　一花はむっつりした顔で、手を伸ばす。頭のすぐ上に置いていたので、それは手探りで簡単に見つかった。

「……う」

　隣からくぐもった声が聞こえて、一花の身体からようやく腕が退いた。瀬名がやっと体勢を変えたのだ。

　実はあの後、一花は瀬名の腕を押しやろうと頑張ったのだが、なぜか全く動かず、なかなかそれが成功しなかったのだ。しばらく頑張ったのだが一花も疲れてしまって、半ばあきらめの気持ちになったところにアラームをセットした時間がきてしまった。

　一花はため息をつきながらスマホのアラームを止めると、ゆっくりと身体の向きを変えた。

　至近距離から瀬名の顔をじっと見つめる。

（近くで見るとやっぱりイケメンだな）

　今までこんなに間近で瀬名の顔を見たことはなかった。しかも寝顔だ。寝ていると釣り目が隠れていつもよりあどけなく、穏やかに見えて一花は少しだけ新鮮な気持ちになった。

（……いい気なもんだよね）

　人の気も知らずスヤスヤ寝ている顔が腹立たしくて思わずつんと頬を突く。そうしてから表情を窺ったが瀬名に起きる気配はなかった。そのまま続けざまにつんつんしてみる。すると知らずと力が入ってしまい、気付けばぐりぐりと頬を押していた。

　そこまでするとさすがに違和感を覚えたのか、瀬名が眉を顰めた。瞼がぴくぴくと震える。一花がぱっと指を離すと同時に瀬名の目が開いた。

　まだ寝ぼけているのか眠そうに瞬きをすると、いまいち状況がわかっていない顔で確認するように視線を動かす。一花は何も言わずに瀬名の反応を待った。その眼差しが一花を捉えた瞬間、かっと驚きに見開かれた。

「おわっ……なっ」

　まさに飛び上がる勢いで跳ね起きた瀬名は、なんでお前が隣にいるんだと言わんばかりの顔でくせのついた髪をガシガシっと掻いた。それから焦ったように周囲を見回している。おそらく必死に記憶を探りながら状況を把握しようとしているのだろう。なんで自分がここで寝ているのかまったくわかっていない顔をしていた。

（これは覚えていないな……）

　一花はそれを見て、瀬名のベッドに入ってきてからの行動は、やはり寝ぼけてのことだったということを確信した。寝ているのにあんなことをするなんて信じられないけれど、この焦りぶりはとても演技をしているようには見えない。瀬名がこんなに狼狽えているところを一花は初めて見た。

「お、俺……なんで。まさか、間違えた……？」

　ようやく結論に行き着いたのだろう。一花は胸元をタオルケットで押さえながらゆっくりと起き上がった。おそるおそる問いかけられた言葉に、ふん、と皮肉げに笑った。

「うん。多分トイレ行って戻ってきた時。いきなり入ってきてすごくびっくりした」

　瀬名が起きるまで、どう言おうか一花は散々考えていた。もし、瀬名が覚えていなかったら。本当のことを言って責めるべきなのか。

　本当は何してくれてんだ、と問い詰めたい気持ちでいっぱいだった。本当に本当に驚いた。瀬名があんなことをするなんて。今でもどこか信じられない気持ちもある。

　しかし、一花は言わないことにした。思い返せば快楽に負けてけっこう流されてしまった自分がいる。しっかりと感じていた。それは否定できないしそのことを蒸し返したくない。事実だけ言ったとしてもその結果、一花側の反応を想像されるのが嫌だ。つまり、瀬名にはこのまま忘れていてほしい。

　まだ少しジンジンしている乳首とか、今だ身体の奥に燻っている熱とか、濡れて気持ち悪い下着とか、文句の一つも言いたくなることは色々あるが、とにかく、一花はなかったことにすることにした。

「ごめんっ。本当に悪い」

　心底やってしまったという顔で瀬名ががばっと頭を下げた。狭いベッドの上だから瀬名の身体はすぐそばにある。目の前にある後頭部を一花はじっと見つめた。

「……まあ、いいけど」

　言わないと決めたけれど、手放しで許すことができない一花は小さい声でぽつりと返した。二人の間に何とも言えない気まずい空気が漂った。
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「最近、瀬名君と何かあった？」

　サーモンとクリームチーズがサンドされたベーグルを今まさに口に運ぼうとしていた一花は、麻里のずばりとした言葉にぎくりと動きを止めた。

　営業の一花は外に出ていることも多いが、社内にいる日は大体麻里と昼食を共にする。今日は、会社近くのカフェでベーグルとコーヒーを買い、テラス席でそれらを味わっていた。

　この頃は梅雨も明けて快晴が続いている。日差しはその強さを増しているが、今日の暑さはそこまでではなく、外にいても過ごしやすかった。

「別に……ないけど。なんで？」

「最近、バトルしてないって聞いた」

「ああ……だって気を使ってるもん」

　なんだ彼氏経由の情報か、と思いながら一花は平静を装って答えた。麻里の彼氏はシステム開発にいるので、瀬名と一花のやり取りをよく聞いているのだ。

　一花は少しほっとする。麻里はのんびりしているように見えて、観察眼が鋭いというか意外と勘の良いところがあるので一花の瀬名への態度の微妙な変化を感じ取ったのではないかとどきっとしてしまったのだ。

　あれから、気まずい雰囲気に耐えかねて、ロッカーに行って着替えてくると言って一花はすぐにその場を後にした。瀬名にとってもその方が助かったのだろう。引き留めたりということは特になかった。

　その日は、メールのやり取りのみで顔を合わせず、次に瀬名と顔を合わせたのは翌日だったが、瀬名は律儀にも寝ぼけてベッドに入ったこと（本当はそれだけではないのだが）をもう一度謝ってきた。

　一花としては蒸し返したくなかったので、「もう本当いいから」と言って、どうしていいかわからなくなるから、もう謝るのはやめてくれと言った。

　それを聞いた瀬名は、少しほっとした顔をして、「わかった。じゃあこれで許してもらえたと思っていつも通りに戻る」と言った。そして、彼の態度はその後本当に元通りに戻った。

　それは一花が望んでいたことなので、その時は良いと思った。なかったことにしたかった。瀬名にはまかり間違っても思い出したりはしてほしくなかった。彼がしたことは、『間違えて一緒のベッドに入って、ちょっとの間隣で一緒に寝た』だけだ。

　だからこれでよかったのだが、本当に問題だったのは一花の方だった。

　なるべくいつも通りにしているはずなのに、どうしてもぎくしゃくしてしまう部分がある。

　抱き締められた時の腕の強さ、身体に伝わる温もり、首筋に感じた熱い吐息、男性的な硬い身体の感触。一花の意志とは関係なく、突然フラッシュバックする時があって、思わず叫びたくなる。

　しかも、たまにふと、整髪料なのかグリーン系の爽やかな香りが瀬名から香ってくる時があって、それがあの時に瀬名からした香りと一致しているもんだから記憶が呼び起こされてしまう。つまり、瀬名に『もういいから』と言ったものの、一花の中では、全くナシにできていないのだ。

　そんな一花の内心など全く知る由もない麻里は不思議そうに首を傾けた。

「なんで？」

「なんでって、瀬名に迷惑かけてるからだよ。結局全部瀬名にしわ寄せがいった感じだし、そりゃ私だって申し訳ないって気持ちになるよ」

「だから瀬名君に優しくしてるの？」

「優しく……うん、まあ平たく言うとそういう感じ」

　何か少し違う気がするが、説明が面倒になった一花はそうそうと頷いた。

　それに本当のところは、例え麻里であっても話したくない。一花は内心を押し隠してため息をついた。

「それに、また問題発生だし……」

「ああ、修正がはいったんだっけ？」

「うん。思ったより厄介な案件だったみたい。ごり押しで受注しない方がよかったかなあ……」

　表情を翳らせた一花は、後悔を滲ませた声で呟くように零した。

　ようやくクライアント確認まで漕ぎつけたのに、システムを見たクライアントから、もっとこういうこともできるようにしてほしいと追加の要望が入ってしまった。それは明らかに最初のヒアリングでは言っていなかったことで、見積もりにも追加費用が発生するが、それでもいいと先方の意志は強かった。

　揉めそうな気配に、瀬名と話して、その要望を受け入れることになった。一花の上司は費用がもらえるなら追加もウエルカム状態で、問題は開発チームのリソースだけだった。納期は少し伸ばせたがそれでも厳しい。結局、瀬名の負担がまたまた増えてしまったのだ。

　そういうこともあって、余計に一花は瀬名への態度に気を付けている。とても今まで通り好き勝手言い合うことなどできない状況だった。

「まあでも、仕事がないっていうのも困るんだから。一花は一花の仕事をしただけでしょ」

「そうなんだけどさあ……」

　慰めるような言葉に、一花は憂鬱な顔で歯切れ悪く返す。手の中のベーグルをじっと見つめた。

　なんだかすっかり食欲がなくなってしまった一花は、力なくそのベーグルの端っこを齧った。

　

　と、一花が複雑な気持ちを抱えていても日々は自然と過ぎていく。一花が協力できることはもう何もないので、その後の一花と言えば開発チームの進捗を遠くから眺めるだけだった。気を使われない範囲で差し入れをしていたが、納期が近づくにつれて、瀬名チームの雰囲気が殺伐としたものになってきて、一花もなんだか近寄りがたくなってしまっていた。

「わ、くますごくない？　ちゃんと寝てる？」

　ある日、出先から一花が会社に戻ると、廊下の向こうから瀬名が歩いてくるが見えた。思わず小走りで近づいて、瀬名の顔を覗き込む。心なしかやつれたように見える瀬名は、力なく笑った。

「まあ最低限は寝てる」

「え、それあんまり寝てないやつじゃない？　今追い込みだっけ」

　確か、予定していた別の案件が始まってしまって、瀬名のチームの主力はそちらに移り、瀬名が一人で残ってシステムを仕上げているはずだった。テストは一部分担しているみたいだが、瀬名の負担はかなりのものになっているだろう。　

　頷く瀬名を心配そうに見ながら一花は口を開いた。

「家帰ってる？」

「まあそれなりに」

　デニムにＴシャツとかなりシンプルな格好ながらもスタイルが良いせいかそれなりには見える。しかし、昨日と服装があまり変わっていない気がする。同じようなＴシャツを何枚も持っているのだろうか。一花は記憶を探りながらじっと観察してみる。近付いてはいないが、遠目から瀬名の様子をちょこちょこ確認していた。

　ひげは見当たらないがそこはちゃんと剃っているのだろうか。一花はついでに瀬名の顔もじろじろと見つめた。

「なんだよ」

「帰れない日は私、着替え取ってきてあげようか？」

「はあ？　いいよ。帰ってるは帰ってるし」

　一花の突然の提案に瀬名はぎょっとした顔をした。

「あ、もしかして今からコンビニ？　私買ってきてあげようか」

　しかし一花は気にせずに次の提案をする。正直仮眠室での瀬名とのことを、いまだに一花は消化しきれていない。けれど今は心配の気持ちの方が勝ってしまった形だ。こんなに疲れている顔をしているのが放っておけない。しかもその原因の一旦は自分にもある。一花のおせっかいな性格と相まって何もするなという方が無理だった。

「お前さあ……」

　瀬名が呆れたように一花を見る。おせっかいだなと言わんばかりの顔だった。

　何かを言いかけた瀬名は、しかし考え直したように口を閉じた。口元に手をあてて、ふいっと視線をずらす。

「いや何でもない。自分で買いに行くわ。気分転換したいし」

　擦れ違いざまにぽんと頭に手を置くと、瀬名はそのまま一花の返答も待たずスタスタと歩いて行ってしまった。

（もしかしてうざがられてた？）

　やりすぎたか、と一花はその後姿を渋い表情で見送った。

　その後、おせっかいを反省した一花はやりすぎない範囲で気にかけることにした。うざがられて嫌な気持ちにさせるのあれば、いっそやらない方がましだ。実際の作業で手伝えることはないし、そうなれば必要とされるのは疲れた時の癒しの提供ぐらいだろう。

　瀬名は甘い物もけっこう好きなことを知ったので、スイーツやコーヒー、あとは疲れを取るホットアイマスクや休息シートなどを、顔を合わせた時にちょっと渡したり、付箋と共に席に置いたりしつつ、瀬名の様子を遠巻きに窺いながらまた日々が過ぎていった。







第三章　再びの夜








　自分の席まで歩いてきた一花は、机にバッグをどさっと置くと、その中から包装紙に包まれた長方形の箱とノートパソコンをがさがさと取り出した。

　ノートパソコンの方を引き出しに仕舞いながらふうっとため息をつく。スマホを取り出して時間を確認すると、まもなく十時だった。

（遅くなっちゃったな……）

　昨日から一花は県外にある取引先を訪ねるために出張に行っていた。今日は直帰の予定だったが、あることが気になって一花はわざわざ会社に戻ってきた。

　明日は例の案件ののクライアント確認の日だ。ほぼ納品日みたいなもので、システムを見せて要望が含まれたものになっているか、説明と最終確認を行う予定になっていた。

　瀬名はけっこう追い詰められているみたいだが、工程は何とか予定通りに進んでいてまず大丈夫だろうと少し前に一花は瀬名から言われていた。一花があまりに気にするので、進捗を教えてくれるようになったのだ。

　だからシステムの完成が心配というよりも一花は瀬名の心配をしていた。出張に行く前に見た瀬名はあまり寝ていないように見えたからだった。

　出張先で買った、土産物として有名な銘菓を手にシステム開発のフロアを目指す。通り過ぎる部屋の入り口から覗くとちらほらと残っている人が見えた。

（システムはいつもみんな残ってるなあ……）

　システム開発は一から三課まであって、けっこうな人数が同じフロアの中に入っているため、ところどころがパーテーションで区切られている。瀬名がいるのは三課で一番奥の入り口から入るのが早い。一応中で繋がってはいるが二課と三課の間に壁があるので三課だけ別になっているような造りだった。

　例の仮眠室も三課だけの小さなものだったようで、一花は全く知らなかったが他にもう少し大きい仮眠室もあるらしい。

　一花がフロアに入っていくと、その区切られた中には瀬名の姿しかなく、頬杖をついてパソコンに向かう姿が見えた。近づいてみても集中しているのか足音に気付く様子がない。不思議に思った一花は横から覗き込んだ。

（寝てる……！）

　よほど疲れているのか、瀬名は頬杖をついたままの状態で目を瞑っていた。よく見ると身体が前後に揺れている。

「せ、瀬名」

　一花が慌てて肩を叩くと、びくんと瀬名の身体全体が揺れた。はっと息を呑む音が耳に届く。

「俺……寝てた？」

　驚きの表情のまま、まるで自分に問いかけるみたいに発せられた言葉に一花はこくりと頷いた。

「寝てたよ。大丈夫？　終わったの？」

「いやあともうちょっと。まわりが一斉に帰ってなんか気が抜けたわ。昨日あんまり寝てなかったしなんか急激な睡魔に襲われて」

「手伝ってもらえばよかったのに」

「いや本当あと少しだったから自分でやった方が早いかなと。みんなもそれぞれ抱えてるのあるし」

　そこまで言って何かに気付いたように瀬名は一花の顔を見た。

「お前は何しにきたんだよ」

「私は出張帰りでさっき戻ってきたの。お土産とか持っていったパソコンを置きに会社に寄った」

　はい、と一花は瀬名のデスクの端に手に持っていたお土産を置いた。

「なにこれ」

「お土産。まだいたら渡したくて来てみたの」

　それは口実に過ぎなかったが、またうざがられても嫌なのでもっともらしく言ってみる。そこを気にする余裕もないのか、瀬名は気のない様子でふーんと言った。

「お前が来てくれて助かったかも。とりあえず目は覚めた」

「私、コーヒー買ってくるよ。これよかったら食べて」

　一花はお土産を瀬名の方へ滑らせると、瀬名の反応を待たずにくるりと背を向けた。

　

　途中自分の部署があるフロアに戻ってバッグを取ってくると、一花は自動販売機でコーヒーを二つ買って瀬名のところに戻った。なんかこの前の状況と似てるなと歩きながら思う。その時も差し入れをして瀬名の仕事が終わるのを待って、そして終電を逃してしまったのだ。

（まあ今日は絶対に終電で帰るけど）

　またあの仮眠室で寝るのは避けたい。なぜなら万が一にも同じことがあったら、どうしていいのかが分からないからだ。

「はい、コーヒー」

　どうやら瀬名は一花のお土産を食べたらしい。包装紙が開けてあって、いくつか食べた形跡があった。その横に一花はとん、と買ってきたコーヒーを置いた。

「おう、ありがとう。そこに財布あるから金取って」

「いいよ、別にそれぐらい」

　言いながら一花は前回ノートパソコンを置いた丸テーブルにバッグを置く。手近にあった椅子を引き寄せた。

　そこに座ってバッグから出したスマホを操作していると、一花の様子を不審に感じたのか、瀬名が振り向いて訝し気な声を上げた。

「お前何してんの。用が終わったら帰れよ。出張帰りだし疲れてんだろ。土産はありがとう。美味しくいただいた」

「でも、また瀬名が寝ちゃうかもしれないし」

　一花はそう言って案じるような眼差しを向ける。実は今回も終わるまで見届けるつもりだった。相当疲れていそうな瀬名は一人になったらまた睡魔に襲われてしまうかもしれない。誰かがいたら少しぐらいは緊張感が保てるようになるはずだと思ったのだ。ウトウトしたら声も掛けられる。そう考えた故のことだった。

「寝ない。さっきのでばっちり目が覚めた」

　きっぱりと言われたが、一花も譲るつもりはなかった。

「じゃあ念のための保険。こういう時は人がいた方が集中できると思うよ。集中できたら早く終わるし早く寝れる。あとちょっとなんでしょ？　それぐらい私は全然待てるから」

「んなこと言ってるとまた終電逃すぞ」

「大丈夫」

　苦々しい顔の瀬名に一花は自信たっぷりに頷くと、ずいっと手に持っていたスマホを突き出した。

「終電逃さないように時間調べてアラームかけてる」

　どうだ、といわんばかりに一花はにやりと笑う。すると、瀬名がわざとらしいぐらい大きくため息をついた。

「わかった。速攻で終わらせる」

「その意気だよ！」

　今度はにこっと笑うと、呆れたように口の端を上げた瀬名はくるりと椅子をまわしてまたパソコンへ向き合った。

　

「おい」

　肩を揺さぶられる感覚に意識がはっと覚醒する。一花はがばっと身体を起こすと、目を瞬きながらきょろきょろと周りを見渡した。

「何が寝ちゃうかもしれないしだよ。お前が寝てんじゃねーか」

「え、私寝てた？」

「ぐーぐーな」

「ごめん……」

　誤魔化すように笑いながら、一花は気まずげに頬を擦った。出張の疲れもあって、瀬名を待っている間にウトウトしてしまい、まずいと思っていたのだが、最終的にはどうやらテーブルに突っ伏して寝てしまっていたらしい。あんなに張り切って待つと言ったのに当の自分が寝てしまうとは大失態だ。一花は気恥ずかしさにもう笑うしかなかった。

　するとその時、テーブルに置いていたスマホが、ブルブル震えながらピピピっ、ピピピっ、と鳴った。

「終電だ！」

　慌てて立ち上がる。出していたものをバッグに仕舞いながら瀬名を見た。

「終わった？」

「ああ」

「よかった！　じゃあ早く準備しないと。間に合わなくなるよ」

「俺はすぐ出れる」

　バタバタと準備すると、電気を消して廊下に出た。エレベーターに出る前に扉があってそこはオートロックで閉まるようになっている。と、そこまで来た時に一花ははたとあることに気付いた。

「あっ社員カード忘れた！」

「え、お前。何やってんだよ」

「一分で取ってくるから！」

　言った瞬間に、一花はくるりと踵を返した。瀬名のところへ行く前に自分の席でノートパソコンを出した際に、一緒についてきてしまった社員カードをそのまま机の上に置いたままにしてしまったことを思い出したのだ。

　社員カードはオートロックのカードキーにもなってるし、勤怠にも使用しているので置きっぱなしはまずい。一花は廊下を走ると営業のフロアに飛び込んだ。自分の席に行って社員カードを入れているカードケースを掴むと、すぐに取って返した。

「ごめん！」

　戻ると、すでにエレベーターを呼んでいた瀬名が中で待っていた。一花が乗り込むと扉が閉まる。下降していく箱の中で一花は息を整えた。

「お前ってたまに抜けてるとこあるよな」

　呆れ顔の瀬名に一花は渋い表情を作ってみせた。

「だからごめんって」

　チン、と音がしてエレベーターが一階に到着する。ビルの出入り口へと向かって急ぎ足で歩く二人は、近づくにつれて大きくなる、外から聞こえる音にどちらかともなく顔を見合わせた。

「まさか……」

　ガラス扉の前まで来ると、外の状況がはっきりとした。二人はそこで立ち止まって呆然とその光景を見つめた。

　扉の向こうはバケツをひっくり返したような土砂降りの雨が降っていたのだ。

　

「絶対に、絶対に入ってこないでよ！」

「……わかってるよ。んな言わなくても」

　先ほどから繰り返される言葉にいい加減うんざりしたのか、むっつりとした顔になった瀬名がぱちっと電気のスイッチを押した。

　部屋の中が暗闇に包まれる。一花はベッドの上でタオルケットにくるまって、スマホの画面の明かりを頼りにソファまで戻る瀬名の影をじっと見つめた。

「絶対だからね」

「はいはい。おやすみ」

　しつこいのは分かっているが、前回と同じ状況になるのは大変困る。瀬名は自分が何をしたか覚えていないからそんなに平然としてられるのだ。

（ただ一緒に寝ただけじゃないんだからね！）

　スマホの明かりがふっと消える。完全な暗闇になったのを合図に一花は目を閉じた。

　結局終電には間に合わなかった。いや乗るのを諦めたというのが正しい。一日中雨なんか降っていなかったはずなのに、突然の通り雨。七月のこの時期に度々あるゲリラ豪雨というものだった。

　当然傘なんか持っていない。あまりに雨の強さに傘なしで外に飛び出すことは躊躇われた。そうこうしている内に終電の時間が迫り、しぶしぶ諦めるしかなかった。そうなると二人が取るべき道は一つ。仮眠室に泊まることである。

　一花は勘弁願いたかったが、他に方法がない。タクシーで帰ることも考えたが、けっこう距離があるのでお金がかかってしまう。かなり痛い出費だ。それにそこまで無理に帰ろうとするのも瀬名に不信感を抱かせてしまいそうだ。そうなると、この前の仮眠室でのことを思い出そうとするかもしれない。

　ギリギリまで迷って結局仮眠室に泊まることを選んだ。瀬名も前回のことは反省しているだろうしきっと気を付けるはずだ。一花はそう自分に言い聞かせた。

　前回の時に買ったお泊りセットがまだロッカーにあったのでそれを使ってメイクを落とし、歯を磨いた。置きスーツは前回着て帰ってしまったが今日は出張だったせいで幸いにも一花の格好は誰にも見られていない。明日同じ服装だったとしても誰にも何も思われないだろう。雨のせいでコンビニには行けなかったが、下着やストッキングは明日早く起きて買いに行けばいいし、スカートやシャツについたシワは、シワ取りスプレーがロッカーに入っているので何とかなる。突然の泊まりだったが、明日への準備は意外と問題なかった。

　結局一番問題なのは、瀬名である。けれど前回のことをちらっとでも考えると、頭が沸騰して叫び出しそうになるので、一花はなるべく考えないようにしてぎゅっと目を閉じた。

（大丈夫。あれだけ釘さしたんだからね。きっと気を付けてくれる。とにかく寝ないと、明日もあるんだから。寝よう寝よう）

　──そうやって眠りに入るようしばらく頑張ったが、当然というかやはりというか、一花に睡魔が訪れることはなかった。寝苦しくてイライラと何回も寝返りを打つ。

（ぜんっぜん眠れない……）

　気にしないようにしても瀬名を意識してしまって落ち着かないのだ。前回と同じシチュエーション。このベッドに上で瀬名が自分に触れた。

（ああっもう！）

　頭の中に甦りそうになる記憶を振り払うようにはあっと息を吐くと、一花は腕を背後に回してごそごそと動かした。

（違う。これがいけないんだよ。やっぱりいつもと同じでないと）

　前回のこともあって今回はブラのホックを外していなかった。やっぱりこれが良くない。いつもは寝る時にブラをしないから、胸周りの締め付けが気になってしまって寝られないのだ。一花はそう結論づけた。

　実際、眠れない原因の一つにはなっているだろう。前回同様少し無理な体勢を我慢しながら指を伸ばす。苦労して外すと、ふっと胸周りが解放感に包まれた。

（よし。これで大丈夫なはず）

　落ち着かせるように自分に言い聞かす。もう一度タオルケットを被り直し、一花は目を閉じてじっと動きを止めた。わざと寝息に近づけた呼吸をゆっくり繰り返す。

　しかしそうやって頑張ってみても、一花の努力は結局無駄に終わる。その後も眠れなさにイライラしながら長い夜を過ごすことになるのだった。

　

　一花は夢を見ていた。安心できる何か温かいものに包まれている夢。心地よい風が肌をなぞる。ぽかぽかと身体が温まっていくのがわかった。

（あ……なんか気持ちいい）

　風は一花の全身を撫でる。そうこうしている内にじりじりと身体が熱くなり、胸のあたりがじんじんと痺れるような感覚に襲われた。

（え、なにこれ）

「ん……」

　身体がぴくぴくと動いてしまうような快楽がそこから湧き上がる。同時に悩ましげな声が一花の唇から漏れた。

（気持ちいい……気持ちいいけど、なんかこれ）

　何となく覚えがある感覚のような。しかも、つい最近に。

　とそこで一花ははっと意識を取り戻した。

「やっぱり！」

　一花はぱちっと目を開けるとすぐに自分の状況を理解した。背後にぴったりとくっついている男性的で硬くはあるけど、温かい身体の感触。そこから自分の身体を抱き込むように回っている腕。すぐ近くから感じる息遣い。前回と全く同じだったからだ。

「瀬名……あん」

　きゅっと胸の頂きを捩じられて鼻にかかった声が飛び出る。一花は身体を震わせながらあることに気付いて愕然とした。

（うそ、直接!?）

　なんと瀬名の手はシャツとキャミソールの下に潜り、直接一花の胸に触れていたのだ。かさついた指先の感触にかっと顔に熱が集まる。

　どうやら夜あまり眠れなかったせいで朝方に深い眠りに入ってしまったらしい。瀬名がベッドに入ってきたことも、胸を触られていたことも全く気付かなった。しかし身体は素直に反応してしまっていたので夢として現れていたのだろう。あの夢はほとんど現実だったのだ。

「ちょっと瀬名！　約束が違う……じゃない」

　初めは威勢よく喋り出した一花だったが段々と尻すぼみになってしまう。瀬名が胸の先をくりくりと弄り出したのだ。もうぴんと勃ち上がっているのか、容易く弾かれてしまう。

「あ……ん、ちょっと、だめ」

　身を捩って手から逃れようとするが、回した腕が一花の身体を押さえつけている。前回と全く同じ状態だった。いつの間にか壁際に追い詰められていて、壁と瀬名に挟まれて身動きが非常に取りづらい。

「はづき……」

　その時、瀬名が後ろから囁くように名前を呼んだ。一花はデジャヴを感じてしまう。前と全く同じで、まるで恋人の名前でも呼ぶように甘さを含んだ声だったのだ。

　ぴたっと一花の動きが止まる。普段の瀬名からは考えられないような優しい声だ。そんな声で名前を呼ばれたことが妙に恥ずかしくてじわじわと頬が熱くなった。

「ひゃっ」

「あー……いいにおい」

　首の後ろの髪を掻き分けるようにして顔が埋められて匂いを嗅がれている。息が肌にあたりぞわぞわとした感覚が背筋を這い上がった。

　どうにかやめさせようと首を捩じるようにして瀬名の方へ振り返ろうとした一花だったが、胸の先端を押し潰すようにされて、あっと声が出てしまう。そのまま指と指の腹で挟まれてぐりぐりと刺激を与えられると、抵抗の力が緩んでしまった。

「ふっ……」

　瀬名の唇が首筋にあたる。柔らかな唇で食むようにされながら乳首を執拗に捏ねられて鼻から甘い息が漏れた。

（どうしてこんなに感じちゃうの!?）

　一花はまたしてもどうしようもない混乱と動揺の渦にいた。瀬名が寝ぼけているのか、それとも起きてはっきりとした意思を持った上でしているのか、一花の置かれた状況からでは分からなかった。

　普段の瀬名の態度から察するに、一花を好きだということは絶対にないし、女性に困っているというのも考えられない。とするとやっぱり前回同様、寝ぼけているのか。こんなにしっかりと動いていて、にわかに信じがたいが、瀬名には前科があるのでその考えも捨てきれない。

　しかしなにより一番信じられないのは、こんなに感じてしまう自分の身体。下着の中が既にぬるぬるしていて、異常に身体が興奮しているのが分かる。普通ではない状況だからかだろうか。好きでもない男性に身体を触れられてこんな風になるものなのか。それとも自分は瀬名が好きなのか？

　考えようとしても次々と襲い来る気持ちのよさに段々と頭が回らなくなってくる。摘まんだり弾いたりすりすりと撫でたり。弄られて乳首がじんじんと熱を持つ。疼きのようなものが下腹部に生まれていた。それでもわずかに残った理性で一花は声を必死に殺しながら胸への愛撫に耐えた。

　すると、不意に送られてくる快感が止んだ。

（……え？　まさか）

　また寝落ち？　一花はぎゅっと瞑っていた目をおそるおそる開けた。

　暗い中でタオルケットに隠れて見えはしないが、瀬名の手があるであろうあたりに思わず視線を向けてしまう。

（いやいやいや、続けてほしかったとかないから！）

　慌てて心の中で否定する。やめてほしいと思っていたはずなのに、実際に手が止まるとどこか物足りなさを覚えたことを必死に打ち消した。──とその時、止まったと思っていた瀬名の手がするりと動いた。

「えっ」

　それは妙に素早い動きだった。だから一花は反応が遅れた。瀬名の手は一花の洋服の下から這い出て脚の方へ移動し、太ももの内側の柔らかいところを撫でながらするすると上がった。

　寝ている内に捲れあがってしまったのか、スカートはあまり防御にはなっていなかった。あっという間に瀬名の指先は一花の脚の付け根に到達した。

「……っ」

　慌てて脚を閉じようとしたが時すでに遅く、指先がショーツのクロッチ部分に触れた。ただ挟んだぐらいではその動きを止めることはできなかった。

「だめっ」

　うだうだ考えていたことなど、一瞬でどうにもよくなった。一花の口から悲鳴混じりの声が飛び出る。

　しかし瀬名の手は容赦がなかった。中指を引っ掛けるようにして秘豆をショーツの上からくっと押した。

「あっ」

　電気が走ったようにびくんと身体が跳ねる。胸だけではなく、ついにそこまで触られてしまったという一花の衝撃はなかなかのものだった。

　瀬名が、あのいつもむすっとしている瀬名が。普段全く一花のことの女として見ていない態度の瀬名が、スカートの中に手を突っ込み、下着から溢れ出る蜜を纏わせて、秘所を弄っている。

　もしや自分はまだ夢の中にいるのでは？　思わずそう考えてしまうほど、とても現実のこととは思えなかった。

　続けざまにすりすりと秘豆をショーツの上から擦られ、そこが脈打つように熱くなっていくのが分かった。上から下、下から上へと執拗に指が行ったりきたりして、その刺激に負けた突起が硬く尖る。

「……っ、んっ……」

　一花は熱に浮かされたように喘いだ。ひたりと狙いを定めたように秘豆のちょうど上に置かれた中指が円を描くようにしてその突起を捏ねた。ぐりぐりとされて、大きな声が漏れそうになってしまう。一花はぎゅっと握った手を唇に押し付けた。

　下腹部の奥がきゅんとなる。既にショーツは溢れ出る蜜を吸ってびしょびしょだ。突起を押し潰される度に、「気持ちいい」で頭がいっぱいになって、一花の思考力はかなり低下していた。抵抗する意思が急速に萎んでいく。

「ん、んん」

　脚から力が段々と抜けて、気付けば頑張って閉じていた足が左右に開いてきてしまっていた。その隙を狙ったのか、ショーツをくいっと避けて、瀬名はその下に指をくぐらせた。

　筋張った指が敏感なところに直接触れる。びくんっと一花の身体が震えた。

「だめっ瀬名、ほんとだめ」

　もうほとんど無意識に制止の言葉を一花は口にした。頭が回っていないからひどく子どもっぽい言い方になってしまう。

　これ以上されるとどうにかなってしまいそうで、怖かった。だめ、だめ、と一花は譫言のように繰り返す。

　突起の上でぬるぬると指が動く。ぬるりぬるりと蜜を擦り付けるように捏ねられて、頭の中までが痺れてくる。。

「いじらないで……だめ、くりくりしちゃだめ……！」

　一花の頭はその小さな突起のことでいっぱいになって、身体をびくびくさせながら、はっ……はっ……と乾いた息を漏らした。

　指先でしごくようにされて腰が跳ねる。摘ままれ弾かれると、下腹がうねるように疼いた。突起の近くにある膣口は何かを待ち焦がれるようにひくついている。

「だめえ、だめなの、せなあ」

　息も絶え絶えに瀬名の名前を呼ぶ。すると、不意に身体がふわっと浮くような感覚があった。瀬名が一花の身体の下に手を差し込んで腰を抱えるようにして持ち上げたのだ。横向きの体勢が仰向けに変わり、身体の半分が瀬名の身体に乗り上がるようになった。

　ごり、と臀部に硬いものが当たる。布越しでも熱を伝えてくるそれが何か、一花にはほとんど察しがついたが、すぐにそれに注意を払うことができなくなった。

　瀬名が身体の下から回した手をショーツの中に侵入させたからだった。スカートは既にウエスト部分まで上がっていて、まったく意味を成してなかった。侵入してきた手は先ほどまで秘豆を弄り回していた手と交代して突起に触れる。コリコリと感触を楽しむかのように指先で押した。

　役目を交代したもう片方の手は秘裂を掻きわけるようにしてその奥を探った。やがてひくつく膣口に行き着いた指先は十分に濡れているそこに、中指を差し入れた。

「あっ」

　浅いところを抜き差しされてぐちぐちと卑猥な水音が鳴る。十分に感じていたせいかそれはとてもスムーズな動きで圧迫感も痛みもまったくなかった。それどころか秘豆をクニクニと押し潰される度に、きゅんきゅん反応する膣内が入ってきた指を締め付けている。

「んんん、ああ……や、んっ」

　全身の力が入らない感じで、一花はもうされるがままだった。脚はだらしなく開き、腰がかくかくと揺れている。ぼんやりとした視線は宙を彷徨い、半開きの口から乱れた吐息が漏れていた。

　瀬名が指を奥まで押し込む。ゆっくりと抜いてまた押し込むを繰り返した。その動きが徐々に速くなるにつれてじゅぶじゅぶと濡れた音が響く。かと思えば手首を回すようにしてぐるりぐるりと膣壁を擦った。

　その指先がある一点に触れた時に一花の腰がぶるりと震えた。んっと甘さを帯びた声が漏れてしまう。するどい快楽が身体を走り抜けた。

　その反応の良さに気付いたのか瀬名がそこを重点的に攻め始める。素早い動きで引っ掻くように擦りながら同時に反対の手で秘豆をぐりぐりと押し潰した。

「あっ、ゆびだめえ、そこや……んん、もう気持ちよく、しないで……！」

　強い刺激がいっぺんにきて、一花はたまったものではなかった。視界が滲む。他にできることがなくて、いやいやするように顔を左右に振った。

「だめ、いく……いっちゃうから……！」

　下腹部の奥がきゅうっと収縮し、太ももの内側が痙攣し始めた。何かがせり上がってくる予感に一花は唇を震わせる。

「あ、あ、んんっ」

「……かわいい」

　溜まりに溜まった快楽が弾けて一花はびくびくと震えながら達した。気持ちよさで頭の中が何も考えられなくなる。だから一花は、首筋に顔を埋めながら瀬名が呟いた言葉を拾うことができなかった。

「……っ、はっ……」

　まるで走った後みたいに息を乱れさせながらそのままぼんやりと上を見る。余韻が残る部分がじんじんとしていてなかなか動けなかった。

　しかし、息が整うにつれて、段々と頭が冷えて少しずつ思考が戻ってくる。とんでもないことになった。一花は、突然我に返ったように、がばりと身体を起こした。まだ下着の中に入っている瀬名の手を払いのけるようにして、横に飛び退く。

　それと同時に、とても一花の細腕から繰り出したとは思えないほどの力で、瀬名を思い切り押し退けた。

「おわっ」

　不意を突かれた格好となった瀬名は、驚きの声を上げながらベッドから転がり落ちていった。どんと重いものが落ちた衝撃音が部屋に響く。

「って……」

　その間に一花は素早く下着や服を直した。濡れた下着の感触に眉を顰める。しかし、その顔はこれ以上ないほど、真っ赤になっていた。

　動揺がすごくて服を直す手が震える。少しの乱れは無視してある程度服を直すと、落ちた状態から起き上がって座り込んでいる様子の瀬名を避けてベッドから下りた。

「え、あれ？　俺なに……」

　ベッドの脇で瀬名は呆然とした顔をしていた。落ちた時にぶつけたのか肩を気にしながらしきりに首を捻っている。一花は薄暗い部屋の中で目に入ったローテーブルの上に置いてあるティッシュボックスを咄嗟に手に取ると、投げつけるように瀬名に渡した。

「葉月？」

　瀬名は一花の顔を見てはっとした表情になった。

「忘れて！」

　一花はそれだけ言うのが精いっぱいだった。頭が沸騰しそうでとにかく恥ずかしくて、これ以上瀬名の顔を見ていられない。バッグなどの自分の荷物をかき集めて、そのまま勢いよく部屋を飛び出した。








第四章　それぞれの気持ち








　──ガコン。

　自動販売機の取り出し口から今しがた落ちてきたばかりのお茶を取り出すと、瀬名はため息をついた。

　本日何度目かのため息だ。最近瀬名はため息をつく回数が激増している。悩んでいることがあるのだ。思い出す度に心を重くさせることが。

（まさかあれが現実とは）

　考えてから心で否定する。いやまさかではない。本当は薄々分かっていたはずだ。あんなリアルな夢はない。分かっていて行為を止められなかった。

「でかいため息。何そんな忙しい？」

　見れば隣に、同期の原はら田だが立っていた。原田は、課は違うがシステム開発部に所属しているので顔を合わせる頻度が高い。仕事終わりに飲みに行くことも度々あるし、休日は一緒にサッカー観戦に行ったこともあり、プライベートでも親しくしていた。

「いやだいぶ落ち着いた」

　原田も飲み物を買いにきたのかと思い、瀬名は横に避けて自動販売機の前を譲る。言いながら今買ったばかりのペットボトルを開封してお茶を一口飲んだ。

　仕事が一時期の忙しさと比べて落ち着いたのは本当だった。案件が立て込み過ぎて少し前までは家に帰る時間を取るのも大変だったが、ついこの間、瀬名のリソースをかなり逼迫していた厄介な案件の方がついたので、だいぶ楽になっていた。

　システム開発は忙しい方の部署ではあるが、あそこまでブラックめいた環境になるほど忙しくなることはそうそうない。元々別のチームが担当するはずだった案件を肩代わりすることになったのでイレギュラーな状況ではあった。

「じゃあ何よ？　なんか別件で悩み事？」

　炭酸飲料を買った原田が茶化すように聞いてくる。話し方のノリは軽いが原田は意外と真面目で義理堅く、ぺらぺらと吹聴するタイプではない。しかし、瀬名は今自分が心に抱えていることをここで吐露する気分にはなれなかった。

　人に言えるような類のことではないことは理解していたからだった。

「もう戻らなきゃまずいし、まあ今度話すわ」

「あ、そう？　んならまた飲み行くか。時間あるだろ？」

「ああ」

「あーそういや、近こん藤どうが瀬名に参加してほしい飲みがあるって言ってた」

「近藤が？　飲み？」

　原田がついでのように言った言葉に瀬名は首を捻る。近藤も同期で確か営業だ。仕事上での接点は今のところそこまでないが、同期なのでそれなりに交流はある。けれど、名指しで飲みに誘われるほど個人的にすごく親しくしていた訳ではないから、少し不思議に感じたのだ。

「女じゃね？　合コンとか」

「あー……だとしたら面倒くせえな」

　言われて納得する。確かに何度か原田から合コンへの参加を頼まれたことが過去にあったのだ。

「聞かなかったことにする」

「イケメンも大変だな」

「いいように使われてるだけだろ。もう行くわ」

　会話を切り上げると、じゃ、と手を挙げて瀬名はその場を去った。フロアへと戻る道を歩きながら瀬名はまた、はあ、と後悔交じりのため息をつく。原田との会話で気がそれたものの、一人になると思考は元の場所に戻った。

（あんなことするなんて最低だよな）

　自分の自制心のなさにうんざりする。それに、鈍感さにも。つい最近まで、瀬名は一花に特別な感情を抱いていることに気付いていなかったのだ。いや正確にはその感情は過去のものだと思い込んでいた。

　入社して初めて見た時、瀬名は一花のことを好みのタイプだと思った。クールビューティーは言い過ぎかもしれないが、切れ長の目にすっとした鼻筋、薄くて小さい唇は彼女を全体的にきりっとした印象にさせていて、どこか理知的な雰囲気も漂わせていた。

　ぱっと見は冷たそうに見えるが表情は案外豊かで、気が強いところもあるが人好きのする性格。仕事ぶりはとても真面目でどんなことにも一生懸命に取り組む。案外おせっかいで困っているところを見ると放っとけないのか、頼まれていないのに世話を焼いている姿を何度か目にした。

　外見からのギャップを感じることも多々あったが、むしろそれがプラスに働いたのだろう。気付けば彼女に対してかなりの好感を持つようになって、一時期は内心付き合いたいとまで思うようになっていた。

　とは言えお互い新入社員の頃はそんなことを言う時期ではないことも理解していて、しかもある時彼女に付き合っている人がいることを知って、瀬名は自分の気持ちを諦める方向へと持っていった。まだ淡い恋心であったことが幸いして、それはそんなに難しいことでもなかったと記憶している。

　けれどそれでも彼女を特別視する気持ちはどこかにあって、おそらく少しでも関りをもちたかったのではないかと思う。彼女に冷たい態度を取られるあの時までは。

　何となく自分に対して冷たいな、と思う時はあった。何か勘違いをされているのではと思うことも。外見的な問題なのか口調なのか、軽薄そう見られることが過去何度かあって、もしかしたら彼女にもそう思われていたのかもしれないと今は思う。

　あの時、仕事で悩んでいる様子の彼女につい、口を挟んでしまった。自分としては純粋に何か助けになりたいと思って発言したつもりだった。

　けれどもしかすると上から目線のアドバイスに捉えられたのかもしれない。彼女の反応は素っ気なかった。

　それに自分でも驚くほどのショックを受けた。やっぱり嫌われてる、そうも感じた。そして同時にかっとなってしまった。なんで俺だけに。そんな気持ちもあったのではないかと思う。その時は瀬名も若かったのだ。

　今考えればあそこまで言う程のことではなかったのだ。無視された訳でもないし、感情的に反論された訳でもない。けれどショックを隠せずその気持ちのままに冷たい言葉を彼女に浴びせてしまった。

　その後は推して知るべし。彼女の態度はどんどん頑なになるし、そうなればなるで今更態度も変えられず、どこかむきになってしまうところもあって関係性は悪化の一途をたどった。

　あの時の態度を後悔していると言えばしているが、一方で、これで良かったんだと思う気持ちもあった。彼女に対する好意をはっきりと諦めるきっかけになったから。その後で彼女が付き合っている男性と別れたことを人伝に聞いて知ったが、もはや、だったら自分が付き合いたいと思う気持ちにもなれなかった。

　異性として見られていないことは分かりきっていたし、ひょっとすると相当に嫌われているということもあり得る。そんな相手とどうこうなりたいと思えるほど、図太くないし、どうしても彼女じゃなきゃだめだという理由もない。

　その間に付き合った女性もいたし、だからこの気持ちは消えたものだと思っていた。営業で頑張っている姿とか、言い合いが激しくなった時にはあとで後悔をしているような様子、不器用ながらもぎこちないフォローを入れようとするところにだって別に心を動かされたりなんかはしていない。そういう素直じゃないけれどある意味でわかりやすいところが外見とのギャップと相まって瀬名のツボを刺激してくるのだが、もういちいち揺るぎはしていないつもりだった。

　今回だって彼女が自分にかまうのは、結果的に厳しいスケジュールをこちらに強いることになった責任感ゆえのことだというのも分かっていた。すべて割り切れていたはずだった。

　と当人は完璧にそう思っていたはずだったのだが、結論から言うと、それは全くの誤りだった。あの時仮眠室で、彼女が見せた素直な態度。本来の彼女に近い素の表情に不覚にも心を動かされ、そのことに少なからず動揺してしまった。いつも自分と話す時はイライラとしていて不機嫌な表情を隠しもしないのに、ここ最近はそれがなかったというのも大きかった。気にかけて世話を焼いてくれいることに、そんなことをしなくてもいいと思う気持ちの一方で、どこか嬉しいと思ってしまう気持ちがあった。

　加えてあれがいけなかった。化粧を落とし洋服をくつろげた隙がありまくりの姿。いつもはジャケット着用が多く割ときっちりとした格好をしている彼女が、シャツのボタンを外していた。その隙間から、普段は絶対に見せないであろう胸の谷間がちらりと見えてしまった。

　それは思ってもみないほどのボリュームで。そこで彼女が意外と着痩せをするタイプだと知った。

　その柔らかそうな胸に触れてみたいと思ったのは男の性としては致し方ないだろう。けれどその光景が目に焼き付いて、眠る寸前まで脳裏にちらついたのは予想外だった。一度は付き合いたいと思った女性だ。無論セックスをしたいと思ったり想像したことだってある。

　成人男性としてはごく普通の感情だったと思う。その時の気持ちが甦ったのか、しんとした部屋の中でしかも横たわった状態で二人いると、欲求は抑えがたいほど膨らんでしまい、興奮を鎮めるのに苦労するほどだった。

　すぐ近くに彼女が眠っている。そう意識すると相当落ち着かない気分になった。柔らかな胸に身体に触れたい。触れて弄って舐めてめちゃくちゃにしたい。彼女はどんな反応をするのだろう。振り払おうとしても肥大する欲望。やがて疲れからウトウトし始めると、妄想と夢の区別がつかなくなった。その内にその都合の良い夢に夢中になって、夢の中で彼女の胸をめちゃくちゃにした。

　だから起きて一花と一緒のベッドに寝ていると気付いた時には相当に驚いた。もともと寝起きは良くなくて、しっかりと目覚めるまで時間がかかる。尿意を感じて一度起きたのは何となく覚えていたが、何度も泊っている慣れた場所ということもあって、半分寝ている状態で用を足していた。

　だから寝ぼけていつものくせで、いつも寝ているベッドの方へ入ってしまったのだということは察しがついた。柔らかい感触と花の香りにも似た良い匂い。妙にリアルな夢だと思ったがそういうことだったのだ。

　それからは平謝りで。しかし、夢の中の行動をそのまま現実でもしていると誰が思うだろうか。事実、瀬名はその時は寝ぼけてベッドに入り少しの間一緒に寝ただけだと思っていた。

　どうやら違っていたらしいことに気付いたのは、二回目の後だった。あの日仮眠室に一緒に泊まることになったのは予想外のことだった。もう二度とそんな機会はないと思っていたから戸惑ったし狼狽えた。しかし、今回は絶対に気を付けなければならないということだけは分かっていた。

　けれど、さすがに二回目はないだろうとも思った。あの日は本当に疲れていたのだ。寝不足の日が続いていて、限界がきていて終わった途端集中力もぷっつり切れて、冷静な思考力というものはなかった。とにかく早く眠りたくて、こんなに疲れていたら夜中や朝方にトイレで起きることもないだろうとも思った。一回目と違い、実際、横になったらすぐに寝た。

　その日の夢は最高だった。どこを触っても柔らかいし良い匂いがするし、あんあん喘ぐ一花は可愛い。最高に興奮して押さえつけて弄り回してその反応にまた興奮して。イク彼女が見たくてやれる限り触りまくった。

　そのあまりのリアルさに途中で何かがおかしいとは思ったがもう止められなかった。痛いほど勃起したそれを早く挿れたいという衝動に憑りつかれた。最後の方はもしやこれは現実なのではと思わないこともなかったが、愚かなことに欲望が理性を上回ったのだ。瀬名はあえて夢から覚めなかった。

　一花からベッドの下に突き落とされてようやく正気を取り戻した時、やっぱり現実だった、とやってしまったという気持ちが怒涛の如く押し寄せた。愕然としてどうしていいか分からなくなる中、ふと見た彼女の顔は泣きそうで。まるで崩れ落ちそうになるの必死に堪えているかのようだった。

『忘れて』

　激しい後悔と自己嫌悪。あんな顔するなんてやっぱり嫌だったのだろうか。途中までは本気で夢だと思っていたから、瀬名にしてもやろうと思ってやったことではないが、結局は自分のしたことの訳で、申し開きはできない最低最悪の行為だ。しかもあれが夢ではなかったとしたら、一回目も一緒に寝た以上のことをした可能性がある。

　今考えるとそのぐらい一回目の夢も感触がリアルだった。

「……でも忘れるのは無理だな」

　瀬名は一人で歩きながらぽつりと呟いた。扉からフロアに入ると、自席まで歩いて行き、机の上に手に持っていたペットボトルを置いた。腰を下ろすと、パソコンをスリープから起動させ、ほぼ無意識の行動でマウスを動かす。

　目は画面上を移動するが、いまいち集中できなかった。

　──自分の取るべき行動は分かっている。ただ、問題があった。

（めちゃくちゃ避けられてるんだよなあ……）

　とにかく一にも二にもすべきことは謝罪だろう。あの日、あれから一花はものすごい速さで部屋を出ていき、呆気にとられた瀬名がワンテンポ遅れて後を追った後、会社中を探したがどこにも姿が見えなかった。と言ってもさすがに女子トイレや女子社員のロッカーがある部屋は入れないから、もしかするとそのあたりにいたのかもしれない。

　そうこうしている内に他の社員がちらほら出勤し始めて、そうなるともう瀬名は諦めるしかなかった。

　しかし、謝罪自体を諦めた訳ではないので、その後も社内で一花を探し、声を掛けるタイミングを計っていたが一向に機会が訪れない。それもそのはずで一花は徹底的に瀬名を避けていた。

　その避けっぷりはなかなかのもので遠くからでも瀬名を見つけると、ささっとどこかへ行ってしまう。つまり近付くことすらできないのだ。タイミング悪く関わる予定の案件もないし、こうなったらやや強引でも手段を考えなくてはいけないのでは、と思い始めていたところだった。

（……謝るだけじゃなくて伝えたいこともあるし）

　あそこまでやってしまったのだ。すべてをさらけ出して許しを乞う必要がある。彼女が例え許してくれなくてもできうる限りのことはしなくてはならない。瀬名は覚悟を決めていた。
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（瀬名、いないよね？）

　長い廊下の先を、角から顔だけを出して一花は窺う。しっかりと確認してから急ぎ足で廊下を歩き出した。

　万が一でも向こうから瀬名が歩いてきたら困る。この廊下は瀬名が一花と出会ってしまうかもしれない一番の危険ポイントだ。通る時は常に警戒を怠らなかった。

　あの日以来、瀬名とは話していない。と言うかこの心理状態でまともに話せる気がしない。

　だって少しでも思い出しただけで、叫びながら走り出したくなる衝動に駆られるのだ。恥ずかしすぎて死ねる。あまりに羞恥が強すぎて一花は自分の中でもあの時のことを思い出すことを禁止していた。

　あの時、自分はどんな反応をしていた？　驚くほど感じて興奮して。だらしなく脚を開きながら蕩けた顔で瀬名の指から与えられる快楽にどうしようもないほど溺れた。

　瀬名は起きていたかもしれないし、いなかったかもしれない。けれど、濡れた指やおそらく汚したであろうシーツを見たらおおよそは察するに違いない。起きていたらすべて覚えているだろうし、寝ぼけていたとしても現実だったと認識する。どちらにしても詰んでいる状況なのだ。

　あんな状況なのにめちゃくちゃ感じてしまって、瀬名にどう思われたのだろう。性に奔放で淫らな女だと思われただろうか。もしかするとあの痴態を思い出して引かれたかもしれない。

（だから、だめだって！）

　一花はぶんぶんと頭を振った。思い出すのは禁止だ。そう戒めて歩くスピードを更に速めようとした、その時だった。

　すぐ後ろで扉が開いた。それに気付いて反射的に振り返った瞬間、あっと思う暇もなく、一花はそこから現れた人物に腕を掴まれてその部屋の中に引きずり込まれた。

「なに!?　ってやだ瀬名！」

「やだってなんだよ……」

　部屋の中に入ってすぐに、拘束されていた腕は解放された。一花は身体を引いて相手の顔を確かめた後、驚きの声を上げる。一花を捕まえた人物は瀬名だったのだ。

　瀬名は苦しそうな顔をして一花を見た後、後ろ手で鍵をかけた。がちゃりという金属音が一花の耳まで届く。

「えっなに、なんで鍵かけたの!?」

「……ちょっと落ち着いて話がしたいんだよ」

　この言葉にぎくりと肩を震わせる。さすがに分かる。仕事の話だったらこんな風にする必要はない。瀬名はあの時のことを話そうとしているのだ。

「い、いい！　どうせあの時の話でしょ？　忘れてって言った！」

「謝りたい」

「いい！　忘れてくれたらそれでいい！」

　一花は叫ぶように言って扉の前にいる瀬名を押し退けようとした。瀬名の顔を見るだけでパニック寸前になり、自分でも驚くほどあたふたとしてしまう。一花は一瞬でまともではなくなってしまった。こうなるのが分かっていたから嫌だったのだ。一刻も早く瀬名の前から逃げたかった。

（やっぱりだめ！　死ぬほど恥ずかしくなる！）

　体温が一気に上昇して顔がものすごく熱い。きっと一花の顔は今真っ赤になっているだろう。羞恥心で身を焦がしそうだ。甦ってくる数々の記憶。自分の悲鳴じみた、それでいて甘ったるい声が頭で再生されて一花は危うく叫びそうになった。

「ごめん。本当に悪かった」

「人の話聞いてた!?　いいって言ってるのに！」

　謝罪を聞いたら話がその先に進んでしまう。一体何に謝っているのか。何を許すのか。一花は話を具体的にしたくないのだ。謝罪なんかほしくはない。なかったことにして、いっそ忘れてほしい。

　けれど、どうやらこちらの言い分は聞いてもらえそうにない。ならばこの場を脱出するしかないと一花は瀬名の横に回って隙間から強引に扉に手をかけようとした。すると、それより早く瀬名が動いて一花と扉の間に身体を割り込ませた。

「最初は夢だと思ってたんだ。一回目も二回目も寝ぼけてトイレに行ってそれで……」

「わー！　振り返らなくていい！　あのことは思い出したくないの！　もういいから。瀬名のことを責めるつもりはないから。だから瀬名も忘れて。思い出さないで！」

　一花は瀬名の話を聞きたくないと言わんばかりに耳を塞ぎながら、わーわー騒いだ。普段の一花が見たらなんて子どもっぽいと頭を抱えたくなるばかりの行動だが、完全に我を忘れて取り乱していた。

「葉月、聞いて」

　そんな一花の両の手首を掴んで、子どもに言い聞かせるみたいに瀬名は顔を寄せた。落ち着かせようとしての行動だったのだとは思うが、しかしその名前の呼び方が、一花の耳にいまだ残る、あの時の声の記憶を呼び起こさせた。

　一花の首筋に顔を埋めながら名前を呼んだ時の声を。

　ぼんっと爆発でも起こしたかのように一花の顔が更に赤みを帯びた。一花はさっと顔を背ける。

「き、聞きたくない！」

「どうして？　なんでそんなに頑ななんだよ。そんなに俺が思い出しちゃまずいわけ？」

　一花の顔を追いかけるように瀬名が距離を詰める。整った顔が眼前に迫った。瀬名は少しイライラしているようで、ただでさえ上がり気味の目尻が更に上がっている。眼差しが鋭さを増していた。

　しかし、一花もここで怯む訳にはいかない。

「まずいよ！　あ、あ、あんなこと。わかるでしょ？　悪いと思ってるなら私のためを思って放っといてほしいの。ほとぼりが冷めたら元に戻るから」

　一花は言いながら腕を振って手首を拘束する瀬名の手を振り払おうとした。その反動を利用して、今度は瀬名の反対側に回り込んで扉に向かおうとする。

　しかし、瀬名はそれを許さなかった。一花の腕を掴むとその身体を近くの壁に押し付けるようにして追い詰め、更に腕をついて自分の身体で囲み、逃げ場を塞いだ。

「もう、何!?」

　そんなことをされたら一花はもうどうしていいのか分からない。瀬名はどうしてこんなにしつこく引き留めるのか。もういいと言っているではないか。

　一花はパニックを起こしかけていた。半分泣きそうな顔で、けれどきっと瀬名を睨んだ。

「ほんと、ごめん。正直途中からしか覚えてないけど、たぶん強引だった」

　瀬名は今まで見たことないぐらい真剣な顔をしていた。それに一花は少し気圧される。視線を合わせていられなくなって、ふいっと目を逸らしてふるふると首を振った。

「もう、いいってば……」

「よくない。寝ぼけて襲うなんて最低だと思う。でも誤解しないでほしい。俺はいつもそういう訳じゃなくって……」

「聞きたくないってば」

「聞いて」

「じゃあ私の話も聞いて。忘れてって言ってる！」

　一花は自分を閉じ込めている腕から抜け出そうと瀬名の肩を押したが、ぴくりともしなかった。そんな一花を落ち着かせようとしているのか、瀬名は両手を使って両方の肩を掴む。それを嫌がって一花が身を捩って……と、押し問答状態で二人は揉めた。

「葉月」

「やめてよ」

　そんなことを繰り返していると、業を煮やしたのか、瀬名は一花の肩を掴んでいる手にぎゅっと力を込めた。

「俺は忘れたくない」

　瀬名は射るような眼差しで近くからこちらを見つめた。その瞳に絡め取られたかのように、一花の動きが一瞬止まる。その隙を狙ったかのように、瀬名の顔がすぐ目の前に迫った。

　あ、と思った時にはもう、唇が塞がれていた。

　一花は驚きに目を瞠った。身体がぴしっと固まる。まさかキスされるとは思っていなくて、完全に不意打ちだった。

（なに、この展開!?）

　その唇の柔らかさに本当にびっくりした。今考えるとあれだけのことをしたのにキスは初めてで、だからなのかクラクラした。

　瀬名のキスは優しかった。あまりの驚きにしばらく呆然としていたが、合わせている唇の角度が変わったことで一花ははっとする。このまま流されるのはなんだかまずいような気がした。慌てて顔を背けようとする。

　しかし、瀬名はそれを許さなかった。いつの間にか後ろに回った手が一花の頭を押さえつける。逃さないというように、瀬名は更に角度を深くした。

「んー！」

　やめてと言おうとするが唇が塞がれるので当然ながら言葉は発せられない。じたばたと暴れようとしたが、ぐっと腰が引き寄せられて動きが封じられる。一花はますます瀬名の腕の中から逃げ出せなくなった。

　優しく時には強く、強弱をつけて何度も唇が押し付けられる。何回も角度を変えて唇同士が淡く擦れ合って、その丁寧で優しいキスに一花の抵抗の力が段々緩んでくる。

（だめ……力が入らない。あの時と同じ）

　一回目と二回目の時と同じ。一花は瀬名に触れられると抵抗ができない。まるで魔法にかけられたかのように従順になってすぐに気持ちよくなってしまう。

　触れたところが熱を帯びてじんじんとしてくる。頭がぼうっとして何も考えられない。すべてが全く同じだった。

「ごめん……でも、あの時の葉月が可愛くて、忘れられない」

　抵抗はもうないと思ったのだろう。唇を離した瀬名がそう言ってばつが悪そうに笑った。

（なんで、そんな顔で笑うの）

　そんなことを言われてそんな風に笑われたら、一花はもう何も言えなくなる。瀬名じゃないみたい。普段の瀬名は絶対に見せない顔だった。

　もう一度顔が近づいてきた時、一花は何も考えずに、瞼を閉じた。
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「それ、絶対好きでしょ」

　ずばりとしたその言葉に一花は痛いところを突かれたとでもいうように言葉を詰まらせた。

「う。そ、そうかな……？」

「うん」

　納得のいかない表情ながらも歯切れの悪い一花に麻里が力強く頷いて見せる。

　仕事が終わった後、一花は麻里とお酒を飲みながら食事をするために、スペイン料理がメインのダイニングバーに来ていた。

　話したいことがあると一花から麻里を誘ったのだ。昼休憩の間でランチをしながら話題にするには少し話が込み入っていて、終業後に時間を取って話を聞いてほしいと頼んだ。

　パエリアやアヒージョを食べながら今まで瀬名との間にあったことをかいつまんで話した。さすがに仮眠室での出来事は具体的なところまでは話せなかったが、寝ていたらベッドに入ってきて身体に触れられたことを、ところどころぼかしながらも経緯を一通り説明した。

　麻里は驚いていたが、なるほどなるほどと訳知り顔で話を聞き、最後には自信たっぷりの顔で、一花が瀬名を好きになっていることを宣言したのだ。

「最初の時点で答えは出ていると思うよ。だってさあ、いくら狭いベッドで身体を動かせない？　にしても、本当に嫌だったら一花なら大声で喚くでしょ。相手はいつも遠慮なく言いたい放題言ってる瀬名君なんだし」

　言われた言葉が驚くほど素直に胸に落ちる。自分でも薄々そうではないかと思っていたからなおさらだった。

　おかしいのだ。考えれば考えるほどおかしい。一花は瀬名をウマがあわない相手だと思っていた。考え方が違う、分かり合えない相手。そんな相手に身体を触られたら普通だったら瞬間的に拒否だ。相手が寝ぼけていることは予想がついたし、大声で騒いで正気に戻しただろう。

　それなのに、あんなに抵抗できなくなるなんて。しかもキスもあわせたら三回もだ。優しく名前を呼ばれただけでもうだめだった。普段の瀬名からは考えられないような声だったから、そのギャップに余計にやられてしまった。

「そうだよね……」

　いくら否定したくてもさすがにもう無理だった。瀬名が好き。そう考えればすべての辻褄はあう。何よりすとんと胸に落ちてくるものがあった。おずおずと一花が頷くと、麻里は呆れたように肩を竦めた。

「鈍いなあ、普通もっと早く気付くよ」

「え、そうかな。だってそれまで全然意識してなかったんだよ!?」

「何言ってんの。逆逆。意識しまくりだったでしょ」

　ふふっと笑われて一花は呆気に取られたように麻里を見た。

「意識……してたかなあ」

　一花は麻里の言葉に首を捻る。

「逆に聞くけど、意識してなかったらどうしてあんなに瀬名君だけに冷たかったの？　こんなイケメンに私は心惹かれない、でも気になっちゃうみたいに見えたんだけど」

「え……私そんな感じだった？」

　驚く一花に麻里は穏やかな顔で頷いた。

「うん。よーく胸に手を当てて考えてみなよ。一花が瀬名君に素直になれなかったから、瀬名君もあんな感じになってこじらせたんでしょ」

　一花は複雑な表情を浮かべてワインを一口飲んだ。アルコールがいい感じに身体に回ってきて、凝り固まっていた頭がふわっと緩むような感覚を覚えた。

「そう……かも」

　一花は頷いた。麻里の言う通り、最初はそうでもなかったが時が経つに連れて、瀬名を見ているとイライラするというか、心がざわざわと落ち着かないような感じがして、それで瀬名のことを苦手かもと思い始めたことを思い出した。それを一花は、瀬名のノリや口調の軽さによる不真面目な態度が理由だと思い、自分の性格に結び付けて、こういうタイプを自分は苦手なのだと決めつけたのだ。

　けれど妙に気になるというか、目で追ってしまうことがあって、当時一花は付き合っていた彼氏がいたから、瀬名に惹かれている自分を認めたくなくておそらく強引に苦手だからという風に持っていった。本当は瀬名が不真面目ではないことは分かっていた。適当そうに見えて場や人のことをよく見ていることも。さり気ない気遣いができるタイプであることも気付いていた。だからこそ、その時、自分の感情を突き詰めて考えたくなかったのだと今なら分かる。

「まあ、瀬名君も同じかなあ。一花が相手だとムキになるところあるもんねえ」

　おっとりと言われてなんだか気恥ずかしくなった。麻里はのんびりしているように見えて人の気持ちを妙に見抜くところがある。一花も気づいていない気持ちを察していて横で生温く見守っていたのかと思ったら微妙な気持ちになったのだ。

　一花は気まずげに視線を外してワインに口をつける。それを見て麻里はにっこりと笑った。

「おめでとう。早く付き合っちゃえばいいのにとずっと思ってたけど、やっとだね。やっと気持ちが通じあってよかった」

「……え？」

　その言葉を聞いて一花はきょとんとして麻里を見つめた。何か勘違いをされている。そして、最後まで話していないことに気付いた。

「付き合ってないけど？」

「えっ」

　にこにこと笑っていた顔から一転して、そのぱっちりした目が驚きに見開かれる。麻里は一花をまじまじと見つめた。

「付き合うってことになったんじゃないの？」

「なってない……逃げちゃったし」

「逃げた？」

「うん……まあ結果的に」

　一花はその時のことを思い出しながら誤魔化すように笑った。

　実はあの時、キスしていたところは資料室のような備品室のような場所だった。出番があまり頻繁にないような資料や備品が置かれている。だからそこまで人の出入りは少ないことは分かっていたのだが、あの時、いつの間にかキスに夢中になって瀬名にしがみついていた一花の耳に、外の廊下を歩く人の声が飛び込んできたのだ。

　就業中にいけないことをしているという意識もどこかにあったのだろう。その声に現実に引き戻されてしまった一花は、この部屋に入ってきたらどうしようと焦り、気が動転してしまった。結果、瀬名を突き飛ばして慌てて部屋から出てきてしまったのだ。

　それが昨日の話だ。それから瀬名とは話していない。それまでの逃げ出したくなるような恥ずかしさに、キスの途中で逃げ出したという気まずさがプラスされて、ますます顔を合わせにくくなったという感はあった。

　ちょっとあれはなかったのではないか。瀬名はどう思ったのだろう。そもそも瀬名はなぜキスをしてきたのか。色々な考えや感情が入り混じって一花はそれからだいぶぐるぐるしてしまっていた。

「……なるほど」

　そこまでをかいつまんで説明すると、麻里は納得したように頷いた。

「まあ両想いなのは間違いないと思うけど。自分の気持ちに気付いたなら、ちゃんと言った方いいんじゃない？」

「……でも瀬名が私を好きってほんとかなあ」

　一花は疑り深い顔で首を捻る。普段の瀬名の態度を考えると、どうにも信じられなかった。瀬名はおおざっぱで細かいことは気にしないタイプに見えるが、その割に意外と気が利く。詳しく言うと、人に負担をかけさせないように気を使うのが上手い。だから彼女も大事にしそうに思えた。けれど一花にはそういう気遣いはいつもゼロでとても大事にされているようには思えなかった。

「ま、瀬名君じゃないから本当のところはわかんないけどさ、私はそう思うよ。だってさ、そうじゃなかったとしたらなんでキスしたの？　過去二回のは寝ぼけてたで何とか説明できるかもしれないけどさ、キスの時はばっちり起きてたんでしょ？」

　確認するように聞いた後、麻里はまるで答えを言うかのように口を開いた。

「今までは一花の態度のせいで素直になれなかっただけだと思うなあ」

　今までの態度のことを言われたらばつが悪くなってしまう。けれど、麻里の言葉にはそんなことは気にならなくなるほどの不思議な説得力があった。一花は今までの経緯も忘れて期待が混じる眼差しを向けた。

　現金なもので瀬名が自分のことを好きな可能性がある、と思うだけで今までの恥ずかしさもモヤモヤもぐるぐるもがすべて吹き飛ぶような気持ちになった。ふわふわした感情。急に胸がドキドキして心が高揚していくのが分かる。長らく忘れていた久しぶりの感覚だった。

「そう……なのかな」

「うん。だから早く誤解を解かないと」

「誤解？」

「そう。だって一花はキスしているところを突き飛ばして逃げちゃったわけでしょ？　瀬名君からしたら拒否されたって思っても不思議じゃないよね」

　さらりと言われた言葉に一花はどんと胸を突かれたような気分になった。

　確かに、その可能性はある。

「そこまで……考えて、なかった」

　忙しなく瞬きをしながら呆然と呟く。一花の胸に苦いものが込み上げた。

（そうだよ。私、自分のことばっかりだった……）

　瀬名にどう思われたのか、気になってはいたが、それは『呆れられたのではないか』とか、『子どもっぽいリアクションに引かれたのでは』とかそういった類のものだけだ。つまり自分のリアクションに対してどう思われたのかを気にしていただけで、そこまでのことは考えてなかった。

　一花の頭の中では、瀬名を突き飛ばしたのは『人の声を聞いて慌てた』ゆえの行動だということははっきりとしていて、当然近くにいた瀬名もその声を聞いたはずなので、そのことはわかっていると思ったのだ。

　けれど確かに瀬名の立場になって考えてみれば、キスしている時に突き飛ばされたらキスそのものを拒む行為だと受け取ってもおかしくはない。あの声だって瀬名にきちんと聞こえていたかどうかは、当人以外にははっきりとは分からないのだ。

　大変な誤解を与えているかもしれないことに気付いた一花の顔が青ざめる。迷子の子どものような不安げな顔になって、ぽつりと思わず呟いた。

「ど、どうしよ」

「言うしかないと思うよ。自分の気持ちを」

「……そ、そうだよね」

「急がないとちょっとまずいかもしれない」

　その言葉に一花は不思議そうに麻里を見た。誤解をさせたままというのは良くなくて、なるべく早く言った方がいいというのは一花にも分かることだ。しかし、どうやら他にも何かあるらしい。麻里が言いづらそうに口ごもっている様子を見て一花も何かを察した。

「なんで？」

「総務の大おお賀がさんって知ってる？」

　今の話には全く関係ないように思える名前が、何の脈絡もなく飛び出して、一花は怪訝に思いながらも頷いた。

「うん。可愛い喋り方するあの女子力高そうな人でしょ。営業の男性陣から人気高いよ。でも女だと態度変わるから私はちょっと苦手だけど」

　大賀さん、を頭に浮かべながら言った後、それが何だと言わんばかりに一花は首を傾けた。

「そう、その大賀さん。なんか瀬名君をロックオンしてるっぽくて」

「えっ」

　麻里の発言に一花は言葉を失った。心臓がどくんと嫌な音を立てる。

「この前、瀬名君のカードキーが反応しなくなったとかだったかな？　それで総務とのやりとりが必要になったみたいで瀬名君の席によくきてたことがあったらしいの」

「え、だってそういうのって普通こっちが総務に出向かない？　いちいち席に来てくれたことなんて私一回もないよ」

「うん。だからおかしいなって思ったらしいの。システム開発って男の人ばかりでしょ。目立ってたみたいで」

「それって藤原さんから聞いたの？」

「うん」

　藤原さんとは麻里の彼氏のことである。システム開発部の瀬名と同じ三課に所属しているが、チームは別である。ちなみに、会社の近くに住んでいるので仮眠室は一度も利用したことがないらしい。

「けっこう分かりやすかったみたいで、あれは瀬名君のこと狙ってるんじゃないかって言ってた」

「え―……」

　何と言っていいか分からなくなった一花は、顔を曇らせて呻くような声を出した。きっと瀬名の忙しさが一段落した後のことなのだろう。その前だったらしょっちゅう瀬名の様子を窺いに行っていたので、一花だってそのことに気付いたはずだ。最近は、瀬名のことを避けていたのでそんなことになっていたなんて全く気付かなかった。

（イケメンだしもともとモテるもんなあ……）

　瀬名が自分のことを好きかもしれない、と期待に膨らんでいた心がにわかに萎みだす。自らを女性としてどうかと見た時、自信のあるタイプでは正直ない。むしろ前の彼氏と別れてから、自己評価は下がる一方だった。

「まあ瀬名君が大賀さんにあっさりなびくとは思えないけどさ、念のため早めにしっかり捕まえといた方がいいんじゃないかなと」

　ね、と麻里にしては珍しく強めの口調で言われて、一花は頷くことしかできなかった。
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（そう言われてもなあ……）

　翌朝、一花は複雑な表情で会社に向かう道を歩いていた。一晩経っても昨日の麻里と話したことが頭の中から離れなかった。

　やるべきことは分かっている。自分の気持ちに気付いていなかったから仕方ないのだが、キスの時の態度は今考えればかなり良くないものだったと自覚していた。瀬名は謝ろうとしてくれていて、他にも何か話したそうな素振りもあった。それはもしかすると今後の二人の関係に関わることだったかもしれない。

　あの時の一花は全く瀬名の話を聞こうとしなかった。子どもみたいに駄々をこねて、拒否して。自分でもどうしてあんなに頑なだったのだろうと思う。本当に感情に振り回されて、自分のことしか考えていなかった。

　麻里の言うことが本当だとして、瀬名が一花のことを好きだったとしても、冷めてしまいかねない、聞き分けのない態度だった。瀬名は何とか宥めようと頑張っていたと思う。でも一花があまりにも話を聞こうとしないから、きっとキスが最終手段だったのだ。

（でも、私はそれさえも……）

　一花ははあとため息をついた。朝からどんよりとした気分になってしまう。もちろん言わないという選択肢はない。瀬名に自分の気持ちを告げようとは思っていて、一花的には覚悟を決めたつもりだった。

　けれど、ものにはタイミングというものがある。だめだと思っていたこともタイミングがあえば上手くいったりすることもある。

　しかし反対に、上手くいくはずだったことも、タイミングを間違えればだめになる、ということもあると一花は思っていた。

　そして、頭の隅に自分はタイミングを逃してしまったのでは？　という考えがちらついていた。きっとキスの時がベストタイミング。瀬名のタイミングはあの時だったはずだ。しかし、一花はそのタイミングを逃した。

　世の中の男女で実は両想いだったとしても、タイミングを逃して恋人にならなかった、なんて二人は実はごまんといるのではないか。

　もういいやなんて思われていたらどうしよう。じわじわとした不安が、時が経つほどに胸の中でその色を濃くしていた。

　会社に近づき、無意識に足を速める。一花の会社は十階建てのビルの中にあり、他の会社も入っている。毎朝お馴染み光景ではあるが視線の先のビルの入口に、多くの人が吸い込まれていくのが見えた。

　と、その中に見覚えのある後ろ姿があることに気付いた。心臓がどきんと大きく跳ねる。

　高い上背とすらりとした体躯、すっきりとした髪型。今日は打ち合わせでもあるのか、ぱりっとした薄いブルーのシャツに濃紺のスラックスを履いている。気持ちを自覚したせいで瀬名に対してセンサーが働くのか、後ろ姿でも一目見てすぐに分かった。

（わ。早速会っちゃった！）

　心臓がどきどきと早鐘を打つ。一花はどうしようと頭を巡らせた。気持ちを告げるには早い方がいい。それは麻里が教えてくれた大賀のこともあるが、なにより早い方が、挽回が利くと思うからだ。

（で、でも心の準備が）

　まさかこんな大勢の前で告白する訳にはいかない。それはオフィスで彼を捕まえたとしても同じことで、まずは第一歩として二人で会う約束を取り付けるのが先だろう。しかし今の一花にはそれすらもハードルが高かった。

　あんな逃げ方をしたのに今更どんな顔をして声を掛ければいいのだ。それを乗り越えなければならないことは分かってるが、相当勇気が入りそうだった。

（ん？）

　そこで一花は瀬名が一人ではないことに気付いた。横に顔を向けて隣に並ぶ人と何やら言葉を交わしている。

（あっぶない）

　早まって声を掛けなくてよかった。瀬名一人だけでも躊躇するのに他に人がいるとなったら更にハードルは上がる。ますます無理だ。

　人知れず安堵した一花は、少し余裕を取り戻して瀬名の隣に並ぶ女性を改めて見つめた。駅からの道で会ったのだろうか。瀬名はモテると麻里から聞いているが、実は一花は実際その場面をあまり見たことがない。システム開発は男性ばかりで、他の部署より女性との接触が少ないように思える。一花と麻里以外にも同期で女性はいるので、そのあたりと絡んでいるのを見たことがあるくらいだ。

　中には、瀬名に好意を持つ者もいたみたいだったが、表立ったアプローチを瀬名にしているのを目撃したことはなかった。

　だから瀬名が女性と二人で歩いている、というのが一花には珍しく感じた。何となくざわざわと胸が落ち着かなくなるような感じを覚える。

（私の知っている人かな？）

　一花はその女性の正体を確かめようと、頭を左右に動かして見る角度を変えようとした。

　と、そこで一花の動きがぴたりと止まる。動揺を隠せない素振りで落ち着かなく髪に触れた。

（あ、あれ、大賀さんじゃない!?）

　一花にとっては歓迎できないタイミングであるが、その女性はなんと、麻里が話していた、瀬名をロックオンしているという噂の大賀だったのだ。小柄な体格の彼女は瀬名と身長差がけっこうある。ツヤツヤで毛先だけワンカールしているヘアスタイルと、黒地に白で大きな花が描かれている特徴的なスカートに見覚えがあった。

　あまりのタイムリーさに一花は無意識に手で口を覆う。

　その時、二人が入口からビルの中へと消えた。一花は慌てて早足になって後を追う。

　ビルを進んで奥のエレベーターホールには、けっこうな人が列になって順番待ちをしていた。一花は二人とは少し距離を開けてその列に加わる。幸いにも、前に並んでいる人たちが上手いこと壁となり、瀬名たちからは気付かれにくいが、一花からは二人がよく見える良い場所にポジション取りをすることができた。

（え、ボディタッチ多くない!?）

　一花は心の中で驚きの声を上げた。瀬名のすぐ隣に立っている大賀は異様なほどベタベタと瀬名の腕に触れている。後ろ姿のため、瀬名も大賀も表情を窺うことはできなくて、それもあって一花はやきもきとした気分で二人を見つめた。

（ただの会社の同僚にあんなに触る？　え、別に付き合ってるとかではないよね？）

　いやいやと一花はすぐにそれを否定した。いくらなんでも瀬名がキスしてきたのはほんの数日前だ。そこで一花に拒否されたと思ってすぐに別の女性と付き合う程、節操がないタイプとはさすがに思えない。

　もちろん一花にキスした以上、さすがにその前から付き合っていたという線もないだろう。麻里の話を聞くに、結構押しの強そうなタイプみたいだから、きっと大賀が一方的に瀬名に纏わりついているのだ。一花は懸命にそう言い聞かせた。

　エレベーター待ちの列が動く。エレベーターは三台あって、降りてきた真ん中のエレベーターに他の人たちと一緒に二人が乗り込んだ。中の状況を見るに、一花の順番ではそこには乗れそうにない。次のエレベーターに乗るしかないだろう。

　一花は人の影に隠れながら複雑な表情でエレベーターの扉が閉まるのを見つめた。エレベーターの中でこちらに身体を向けた瀬名が見せた、隣の大賀に向けた何気ない笑みが妙に目に焼き付いた。








第五章　素直になれば








（……どうしよう。やっぱりメッセージにしようかな）

　夕方、取引先に顔を出した帰りの電車で、一花はスマホの画面を前に悩んでいた。瀬名と大賀のツーショットは心に無視できないダメージを与えた。思い出す度に一花は盛大にモヤモヤしている。そして、大いに焦ってしまっていた。

　会って直接約束取り付けるのが一番良いのは分かっているが、周囲に人がいないタイミングを計らなければいけないし、勇気もかなりいる。そう考えるとやっぱりスマホを使って連絡を取るのが、最も確実で手っ取り早いような気がしていた。

　もちろんこんなプライベートなことに社内メールを使う訳にはいかないので、メッセージアプリで個人的に連絡をするのだ。同期のグループチャットの中でやり取りしたことはあるが、個人宛では今までに一度も連絡したことはなかった。

　だからこちらも意外と勇気がいる。瀬名の連絡先の画面を表示させて一花は手元をじっと見つめた。

　その時、スマホがブルっと震えて新着メッセージの通知が画面に出た。張り詰めていた緊張がふっと緩んで一花は小さく息を吐く。

『明後日の飲み参加でいい？　葉月だけだよ。返事してないの』

　続けて、『至急返事しろ！』という短いメッセージと怒った顔をしているキャラクターのスタンプが送られてくる。

（……忘れてた）

　麻里でも瀬名でもない別の同期からだった。慌てて『参加でお願いします！』とメッセージを返す。すると、間髪入れずＯＫというスタンプが返ってきた。それを見ながらほっと安堵の息を吐いた一花は、あることに気付いてあっと思った。

（同期飲みってことは瀬名も……来る？）

　今、メッセージで参加の有無を迫られたのは、定期的に行われている同期の集まりを兼ねた飲み会のことだった。持ち回りで幹事をやっていて、次回の幹事が適当に開催のタイミングを決めるのだが、みんな忘れがちなのか、割と唐突に開催が告知されることが多い。

　連絡が来た時、一花は瀬名と微妙な感じだったから、出席するかを決め兼ねていた。一旦保留にしたはいいが、そのまま返事をするのを忘れてしまっていて、それを催促された形だった。

　瀬名は、仕事が忙しくない時以外は大体出席しているように思う。今の仕事状況ははっきりとは分からないが、出席する可能性は高い。

（これは……チャンスなんじゃ）

　飲み会の後、こっそり捕まえて話をすればいいのでは？

　お酒を飲んで多少アルコールで勢いをつけて告げれば、言いやすいかもしれない。お酒の力を借りるみたいで嫌だが、例えば仕事終わりでどこかで待ち合わせて、ピリピリした緊張感の中切り出すなんて、想像しただけで怖気づいてしまいそうなのだ。緊張で倒れそうになる自信がある。

　瀬名は今までの傾向からすると、べろべろに酔っぱらうほど飲むタイプではないし、そこそこお酒も強い。飲み会終わりでも話ができないほど酔っぱらっているということもないだろう。

（よし、そうしよう。その時に絶対言う）

　一花は心の中で、固く誓った。
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「誰、あの女呼んだの」

「えーっと、確か近藤君らしいよ」

「近藤か……あいつ」

　一花は心の中で近藤許すまじ、と毒づくと目の前にあったビールをぐびりと飲んだ。

　瀬名に言うんだと張り切って臨んだ同期の飲み会で一花はある意味そのやる気をへし折られる出来事に直面していた。

　誰が呼んだのか、大賀もこの飲み会に参加していたのだ。仕事を終え、会場となった海鮮居酒屋に麻里と連れ立ってやって来た一花は、その存在を見つけた時に、こめかみがひくりと震え、顔が引き攣るのを感じた。

　同期飲みと銘打っているものの、回によってはその中の参加メンバーが、同じ部署などで年が近く仲の良い他の社員を連れてくることは度々あった。みんながみんな毎回参加する訳ではないので、メンバーが足りそうにない時に誘ったり、来たいと言った人を呼んだり。そもそもが緩い集まりだし、社歴が長くなってくると社内での知り合いも増えてくる。なので、厳密に同期だけが参加する集まりではなくなっていたことは確かだった。

　だから別にそこまでおかしいことではない。けれど、今日だけは勘弁願いたかったと一花はちらりと対角線上の離れた場所に視線を走らせた。

　そこには、瀬名が座っていた。今日も打ち合わせがあったのか、白いシャツにチャコールグレーのスラックス。前髪もワックスで固めて横に流している。いつもよりも全体的にきっちりしていて、イケメンぶりが二割ぐらい増していた。

　そしてその横に当然のように座る大賀。瀬名の方に身を寄せて、上目遣いで一生懸命話している。そのシャツの胸元はさり気なく開いていて、瀬名狙いで飲みに参加したのが清々しいほど分かる、ロックオンぶりだった。

「だ、大丈夫だよ。瀬名君があんな見え見えの手に引っかかるわけないじゃん」

　麻里に横から話しかけられて、ついでに大賀の隣にいる近藤を睨みながら視線を戻す。近藤は反対隣りにいる営業事務の可愛らしい雰囲気の女子にデレデレしていた。つまり瀬名、大賀、近藤、営業事務の子の順番で並んでいることになる。大方、近藤がその子を通じて大賀の参加を頼まれのだろう。きっと近藤はその子を狙っているに違いない。

　そんなことを考えながら、一花は曖昧に頷いてまたビールの入ったグラスを傾けた。飲まないとやっていられない心境だった。あんなにぴったりと大賀が張り付いていたら、瀬名に声を掛けるタイミングなんてほとんどない。

　一花の今日にかける気持ちは相当なものだった。瀬名がどういう反応するかは分からない。もうこちらに気持ちを向かせるのは無理かもしれない。けれど、ダメでも言う。自分の素直な気持ちだけは伝えるんだと決めてきた。その計画が脆くも崩れそうで、気持ちの立て直しができず、ともすれば喚き出したい気分だった。

　それに、瀬名が大賀に逆お持ち帰りを絶対にされないとも限らない。大賀がそこまで攻めるかは別として、瀬名も男だ。ぐらっとくる瞬間がくるかもしれない。付き合いは長いがプライベートで出かけたことがある訳でもないので、一花は瀬名のすべてを知っているとは言い切れなかった。

　そういった不安にもちくちく苛まれているせいか、その後も一花のグラスを開けるペースは早くなる一方だった。今日の決意を知っている麻里がそんな一花の気を紛らわそうと一生懸命話を振ってくれるが、どうにも上の空状態で、しかし一花もお酒が弱い訳ではないのでいまいち酔えもせず、ただ時間だけが過ぎていった。

「トイレ行ってくる」

　先ほどから尿意を覚えていた一花は、隣の麻里に声を掛けると席を立った。

「大丈夫？」

　けっこう飲んでいることを知っているからだろう。心配そうな麻里の眼差しに一花はにっこり笑った。

「全然、大丈夫」

　事実、自分でも驚くほど足取りはしっかりしていた。今日飲んだビールや酎ハイのグラスには、本当にアルコールが入っていたのかと疑問に思うほどだった。嫌な気持ちになるのを避けたくて瀬名の方は見ない。だから今日は一回も瀬名と目を合わせていなかった。

　つい最近自覚したばかりで図々しいが、この気持ちが嫉妬というものなのだろう。見ないようにしているはずなのに、私たち盛り上がってますと言わんばかりの甲高い笑い声や、自分を最大限に可愛く彩らせようとしている甘ったるい声を耳が敏感に拾ってしまって、その度にどす黒い感情が胸に渦巻き、ピキピキと青筋が額に浮かぶようだった。

（私にそんな権利ないのにね……）

　トイレに入り、用を足してから手を洗っていると、鏡に映る自分はひどく冴えない顔をしていた。今日のために化粧も気合を入れていつもは軽くしか塗らないマスカラも念入りにしたのに、下瞼に落ちてうっすら滲んだインクの黒がなんだか哀れだった。

　一花は指で滲んだインクを拭うと、扉を押してトイレから出た。その居酒屋はいくつかの部屋に分かれていて、自分たちの席がある部屋までの廊下をとぼとぼと歩く。

（もう帰ろうかな……）

　気が滅入ってしまってどうしようもなかった。鬱屈した感情は表に出さないようにすることだけで精一杯で、立て直すことなんてもはや無理だ。今日のことは一旦忘れてまた仕切り直しをするしかない。

　一花はポケットに入れていたスマホで時間を確認した。七時から始まって現在九時。そろそろ一旦解散する頃合いだ。明日は休みだしまだ飲み足りない人が二次会を言い出すとは思うが、とてもそんな気持ちになれない。今日はこのまま帰ろうと思っていた。

　顔を上げた一花は、スマホをまた戻すためにポケットを探りながら前方を見る。その時、突き当りの角から現れた人影に視線が釘付けになった。

（えっ瀬名？）

　廊下は薄暗く、一花の位置からはまだ少し距離あることもあってはっきりと顔が視認できる訳ではなかった。けれど全体の雰囲気とか、身体つきとか服装で一花はすぐに分かってしまった。たぶんと言うか、絶対にあれは瀬名だ。

　瀬名もトイレだろうか。まだ一花には気付いていないみたいだが、このまま進んでいけば絶対に途中で行き会う。鼓動が急速に早まっていくのを感じた。どくどくとこめかみが脈打つ音が頭に響く。

　一花は歩くスピードを無意識に緩めた。

（ど、ど、ど、どうしよう!?）

　今までがっちりガードされていて、話しかける隙がなかった瀬名が今は一人だ。どう考えてもチャンスであろうと思う。けれど、先ほどまではほとんど諦めていて、急に今だと言われてもすぐに気持ちが切り替えられない。「話がある」と一言発するだけではあるのだが、それでもある程度の心の準備が必要だった。

　表面上は取り澄ました顔を保っているものの、一花の内面は相当わたわたしていた。どうしよう、いやでもこれがチャンス、どういう顔をすれば、どんなテンションで、何を言えば、やっぱり無理と短い間に次々と考えが浮かび、それらがぐちゃぐちゃになって軽いパニック状態になっていた。

　と、その時、瀬名が曲がってきた角からもう一人、人影が現れた。瀬名に比べて明らかに小さく、ロングヘアにスカートでその人物が女性であることがすぐに見て取れる。

　瀬名を追いかけるようにして姿を見せたその人物は、背後から瀬名に声を掛けたみたいだった。気付いた瀬名が後ろを振り向いたのが見えた。

　一花のところからは何がどうなっているのか、細かく見える訳ではなかった。二人は向き合って二、三言話すと、その女性──おそらく大賀の方が瀬名の手を引くようにして、瀬名達が曲がってきた角とは反対側の方向へ、そのまま消えて行った。

（え、ええ……）

　一花は二人が消えた方向を目で追ったまま、呆然とその場所に立ち尽くした。

　

「麻里、私帰るね」

　会が解散になり、準備ができた者から席を立つ。今日は全部で十名ほどが集まっていた。幹事はまだ会計をしているし、店を出る前にトイレに寄る者もいる。早く出た者は店の前の出入りに邪魔にならないところで待ち、全員が店から出てきたら二次会に行く者を募り、各々の方針が決まったらお互い手を振り合って解散、というのが大体の流れだった。

　しかし今日の一花はその流れに付き合うつもりはなかった。一刻も早く一人になりたかった。だから店を出る前に麻里にそっと耳打ちしたのだ。

「……大丈夫？　一人で帰れる？」

　トイレから戻ってからすっかり意気消沈した様子で暗い顔をしている一花をずっと心配していた麻里は、まるで母親のような顔で一花を覗き込んだ。

「うち泊まる？」

「ありがとう。でも大丈夫。一人になってちょっと考えたい」

　力なく笑った一花に、ますます麻里の顔が曇る。しかし麻里はすぐにその表情を消すと、励ますように笑った。

「そっか。わかった。気を付けてね。何かあったら電話して？」

「うん。ありがとう。悪いけどみんなには用ができて先に帰ったって伝えといて」

　一花はお礼を言うと、先に出た麻里の影に隠れるようにして、そっと店の前から立ち去った。

　一人になって駅までの道を歩く。会社から最も近い繁華街のお店で飲み会が行われていたので、目指す駅はいつもと同じだ。道もしっかりと分かっているが、一花はわざと人通りの多い道を避け、遠回りをして向かっていた。

（なんで、こうなっちゃうんだろう）

　一花はぽつりと心の中で呟いた。

　つくづく恋愛に向いてないな、と思う。変なところで頑固で、素直じゃなくて。自分の弱いところ、だめなところをさらけ出せない。虚勢を張って、可愛げがない性格。

　自分が男だったら絶対選ばないなと思う。相手にするのが面倒くさい。一緒にいて疲れる。考えてみれば、男性が惹かれる部分なんてほとんどない。

　麻里は瀬名が一花のことを好きだと言ったが、やっぱり麻里の勘違いなのではないかという気がしていた。考えてみれば、麻里からの言葉以外に、思い当たる節が何もないのだ。

　むしろ、瀬名の前では一花の悪いところがエスカレートして出ていたのだから、そもそも無理があるのではないか。瀬名の立場から見てみると、ますますいいところなんてない。

　やはりアルコールの影響も多少あるのか、感情の揺れ幅が激しい。一花はものすごくやるせない気持ちになった。目頭が熱くなり視線の先のアスファルトが段々とぼやけていく。

　とてもみじめな気分だった。あんなにいつも喧嘩しているような状態でも一花のことを好きでいてくれたとしたら。そんな瀬名だったら、こんな自分でも受け入れてくれるのかもしれないと思ったのだ。そしてその想像に浮かれて、一瞬でも勘違いをしてしまった。

　でも、すべては自分が作り出した幻。そんな夢みたいなことが起こる訳がない。分かっていたはずなのに、瀬名だったらと思ってしまった。それはなぜかと言うと、やっぱり瀬名が好きだったからに他ならないのだ。

　一花はずずっと鼻をすすり上げた。目尻に滲む涙を指先で拭う。

（泣くぐらいなら、最初から素直になったらよかったのに）

　失った痛みで初めてどれだけ相手を好きだったか気付くなんて馬鹿みたいだ。絶対に自分のものにならないと分かってから気付くなんて。

（ああ……だめだ）　

　ますます涙が溢れそうな気配に、一花は道の端に避けて、肩にかけたバッグを探った。その中からハンカチ代わりに使用しているハンドタオルを取り出そうと思ったのだ。

　けれど、なかなか見つからない。涙を堪えながらごそごそとやっている、その時だった。

「葉月」

　不意に誰かが一花の肩を掴んだ。その誰かは、掴んだ肩を引いて振り向かせようとすると同時に、後ろから一花の顔を覗き込んだ。

「瀬名……？」

　相手の顔を認めた一花の目が驚きに見開かれる。

　あまりに意外なことが起こると、脳は考えることをやめてしまうのかもしれない。一花はその一瞬、自分が泣いていたことも今の状況も全部忘れてしまった。ぽかんと口を開けて呆気に取られたように瀬名を見上げた。

「……なんで泣いてんの」

　驚いたように発せられたその言葉に現実に引き戻された一花は慌てて顔を背けた。きっと今の自分の顔は涙でメイクが滲んでぐちゃぐちゃになっているだろう。そんなみっともない顔を見られたくなかったのだ。

「……ちょっとこっちに来て」

「え」

　瀬名は一花の手を引くと、すぐ近くの路地に入った。そして、何を思ったのか、一花の肩を抱くようにして自分の方へ引き寄せた。急に瀬名の白いシャツが視界いっぱいに広がって、一花は何が起きたのか分からないというように身を竦めた。

「何か嫌なことでもあった？」

　その声が普段とは違ってあまりにも優しくて、とても心配そうに言われたものだから、困ったことにまた涙腺が刺激されてしまった。どうしていきなり現れたのかは分からないが、泣いている一花を見てどうやら瀬名は慰めようとしてくれているらしい。その優しさが胸に迫る。

　何も言えなくなって一花は小さく首を振った。

　瀬名が頭の上で小さく息を吐いた。

「俺、お前に泣かれると困るみたい。どうしていいか分からなくなる」

「え……？」

「でも俺がいないところで泣かれるのはもっと困る。こういうのやめてくんない？　つらくなったら先に俺を頼れよ」

　頭に置かれた手がぽんぽんと宥めるように優しくそこを撫でた。

　──そんなに優しくしないでほしい。

　熱いものがみぞおちから胸、喉元と込み上げてくる。同時に新しい涙がせり上がって一花はぎゅっと目を閉じた。息を吸おうとして胸が震える。

　堪えきれず溢れた涙が頬に落ちた。

「……なん、で。来たの？　大賀さんは……？」

　しばらくそのままぐすぐすと泣いていた一花だったが、何度か息を吸っては吐いて呼吸を落ち着けた後に、意を決して震える声でそれを口にした。

　瀬名は自分を頼ってほしいと言ったが、いくら本人がそう言ってもそれをできる立場というものがあるだろう。一回二回ぐらいはいいだろうが、ただの同僚に何度も頼られたら最終的にはきっと瀬名も困ることになるはず。ここまできたら自分の立場をはっきりさせたかった。

「大賀さん？　え？　なんでここで大賀さん？」

　だいぶ困惑した声が上から落ちてくる。一花はずずっと鼻を啜った。

「だって、今日、ずっと一緒で……。さそわれたりしたのかと」

「ああ……。確かにこの後二人で飲もうとか誘われたけど、断ったよ。俺、それどころじゃなかったし。好きな子の様子がおかしかったら、そっちが気になるのは当然だろ」

　その言葉に涙を拭う手をぴたりと止まる。一花はおそるおそる顔を上げると、すぐ近くにある顔をまじまじと見つめた。

「好きな、子？」

「お前だよ。この状況で他にいないだろ」

「え」

　一花の涙でぐちゃぐちゃになった顔が驚きの表情に変わる。それを見て瀬名は苦笑いを浮かべた。

「そんなに驚く？　あのキスで俺の気持ちは大体ばれたと思ってたんだけど。前から好きだったよ」

　そこで瀬名は決まりが悪そうに間を置いた。言い淀むように視線を他にやってからまた一花の顔に戻す。

「仮眠室で寝ぼけて触っちゃったのもたぶんずっと気持ちを押さえつけてたからだと思う。振り向いてもらえないと思ってたから。でもあの時、仮眠室で一緒に寝ることになって、こう気持ちががーっと高ぶっちゃったんだよな。それでお前のこと夢に見て。その延長線上で手を出しちゃったというか……。あの時のことはほんとごめん。まじで反省してる」

「あ、そう、だったんだ……」

　堰を切ったように告白されて、一花は驚きの表情で固まったまま、やっとのことで返事だけを返した。急に色々言われて理解が追い付いていなかった。

　瀬名が自分を好き？　しかも前から？　麻里の言ったことは本当だったのだ。しかし、一度はそれを否定して諦めかけた経緯から、何かまるで夢の中の出来事のような感じで、頭がどこかふわふわとしてしまう。

「で、葉月は？　本当はキスした時に聞くつもりだったんだけど、逃げられちゃったから。今度こそちゃんと聞かせてほしい」

　瀬名の顔がすっと真剣味を帯びる。

　その顔を見てやっと、一花にじわじわと喜びのような感情が湧いてきた。

　引っ込んだ涙がまた出そうになって、忙しなく瞬きを繰り返す。ごくりと唾を呑み込んで、一花は震える唇をゆっくりと開いた。

　瀬名がまるで固唾を呑むような顔で一花を見つめている。

「好きだよ……私も好き。素直になれなくてごめん。本当は前から好きだったんだと思う。だからあの時、触られても拒めなかった」

　言い終わるか終わらないかで一花は瀬名に抱きすくめられた。広い胸の中に入れられてぎゅうっと抱き締められる。その腕の強さにどくんと鼓動が高鳴った。

「すっげー嬉しい……。これで俺たち付き合うってことでいい？」

「……うん」

　顔を赤らめた一花は腕の中でコクコクと頷いた。

（……うそ。本当に？）

　瀬名が今日から彼氏。改めて考えてみると何だか照れ臭かったが、その響きは特別で、やっぱり格別に嬉しかった。

　腕の力を緩めた瀬名が首を傾けてちゅ、と一花にキスをした。路地には人がいなくて、一応二人きりではあったが、外であることを配慮してくれたのかそれ以上は何もせずに、ぎゅっと手を握られる。

　以前までの二人の間柄と、この甘い空気のギャップがありすぎて、なんだか気恥ずかしくなってしまう。一花は誤魔化すようにはにかんだ。

「そーいやさ、なんで泣いてたの？」

　すべて片がついたような雰囲気だったが、瀬名が思い出したように口にした質問に一花の顔が瞬時に気まずげなものに変わる。

「え、言わなきゃだめ……？」

「いや普通に気になるでしょ」

　逃れられないような空気に見えない圧を感じて、躊躇うように視線を彷徨わせた後、一花は観念して口を開いた。

「し、嫉妬だよ。私、会社でキスされた時、最後に瀬名のこと突き飛ばしちゃったでしょ？　人の声が聞こえてこっちに来るかもって焦ったからなんだけど、もしかしたら誤解されたかもって思って、今日瀬名と話そうと思ってたの。それなのに、ずっと大賀さんがべったりしてるし……。瀬名はもう私のことは嫌になったのかなあって思っちゃったの！　そ、それだけ」

　改めて自分の行動を振りかけると、何だか気恥ずかしくなって一花はやや早口でまくし立てるように言った。言い終えると視線を逸らしたまま、瀬名のリアクションを待つ。その間、視界の隅にちらりと入った瀬名はなぜだか驚いた顔をしていた。

「うそ。まさかの俺絡み？」

「そうだよ……」

　視線を戻した一花は、その顔がわずかに赤くなっていることに気付いた。口元を手で覆って何かを堪えるように眉を顰める表情を不思議に思って首を傾ける。

「なに、その顔」

「いや、普通に嬉しくて。お前が嫉妬とか。しなさそうじゃん」

「そんなことないよ。たぶん嫉妬深い」

　付き合うなら言っといた方がいいだろう。実は一花もさっき気付いたのだ。前の彼氏の時はそうでもなかったような気もするのだが、瀬名と大賀のツーショットを見てるだけで心の中はひどいものだった。

「この後さ、俺の家にこない？」

　ぎゅっと握る手に力が込められる。その言葉の意味を察して、じわじわと顔に熱が集まった。一花は瀬名の顔は見ずに、俯いたままこくんと頷いた。
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「お邪魔します……」

　瀬名の家は、会社から五駅ほど離れた場所にあった。まだ電車が走っていたので、電車で最寄り駅まで移動して、そこから徒歩五分ほどの距離を二人で手を繋いで歩いた。途中コンビニに寄って色々買い込んだからか、到着した時は十一時を回っていた。

　玄関から入ってすぐの廊下には浴室とトイレへの扉が並び、それを抜けて突き当りがキッチン、リビングと寝室でもあった。ワンルームではあるが、けっこうな広さがあり、ベッドの他に三人ぐらいは座れそうなソファやローテーブルも置いてある。

　そこまで片付いてはなくて、隅に洋服が落ちていたり、キッチンに食べっ放しのお皿が置いてあったりしたが、それが大雑把な瀬名らしくて、彼の生活を垣間見ることができたことに一花は何だか嬉しくなった。

（ここが瀬名の家かあ）

　バッグを床に置いてきょろきょろと室内を見回していると、背後に立った瀬名が後ろから手を回して一花を抱き締めてきた。

「瀬名？　んっ」

　首筋に唇が落ちて一花の肩が跳ねる。その性急さに一花は少し驚いた。

「う、うそ。もう？　あっ」

　大きな手が洋服の上から一花の胸の膨らみを覆う。そのまま揉み込むようにされて、息が乱れた。

「だめ？」

「だめ、じゃないけど……あの、シャワーとか」

「終わったらね。ごめん、もう待てない。前の時はほとんど意識なかったら、俺、この時をほんと待ち焦がれてたんだけど」

　抱き締められたまま引きずられるように移動して、あっという間にベッドまで連れて行かれる。そのまま押し倒されて、唇を塞がれた。

　柔らかく啄まれた後、ぬるりとした舌が口腔内に入ってくる。舌先で舌の表面をなぞられると、頭がじんと痺れるような感覚を覚えた。

　本当は、シャワーは行為が始まる前に浴びたい。匂いとか色々気になることがある。しかも今日瀬名とこんなことになるとは思ってなかったので、下着も可愛いものでもないし上下セットでもない。夏場ということもあってムダ毛の処理はつい先日したばかりということだけが救いだが、瀬名との初めてはもっと完璧に準備したかった。

　もう少し時間を与えてほしいと抗議をするつもりだったのに、舌をねっとりと絡ませられて一花は早くもとろんとしてきてしまう。分かってはいたが、やはり瀬名との触れ合いに一花は弱い。瀬名に触れられていると思うだけで身体が言うことを聞かなくなってしまうのだ。

　瀬名はキスを続けながらぷちぷちとノーカラーシャツのボタンを外した。中から現れたキャミソールをたくし上げてブラジャーに包まれた胸を露出する。

「でか……」

　身体を起こして一花の身体に視線を落としていた瀬名から発せられた呟きに、一花ははっとした。

「えっ、やだちょっと電気消してよ」

「やだ。余すことなく見たい」

「ええ」

　まさかそこまでにべもなく拒否されると思ってなかった一花は、驚きの声を上げた。しかし瀬名は気にする素振りも見せず、一花の身体を起こすと、背後に回って後ろから抱き締めるような恰好で座った。

「な、なに？」

「いや服脱がそうかと」

　言いながらシャツを腕から抜いていく。電気は消してほしいが、それを理由に止めるつもりまでなかった一花はされるがままになりながらも口を尖らした。

「明るいの恥ずかしいよ」

「俺は興奮するけど。全部きれいだから大丈夫だよ」

「そんなこと言って……」

　会話しながらも瀬名は服を脱がす手を止めない。あっという間に頭からキャミソールが抜かれ、ブラのホックが外されてどこかへ取り去られた。

「本当、大きいよな。服の上からは分かんなかった」

　下から掬い上げるように胸を包んだ手が、その大きさを確かめるようにふるふると膨らみを揺らす。それからむにむにと揉み込まれた。

「……大きいのが好きなの？」

「そこまでこだわりはないつもりだったけど、お前の触った時はちょっと感動した。まあ夢の中だけど。自覚なかったけど巨乳好きだったのかと思ったら、現実だった」

　時折、胸の先端を人差し指が掠め、その度に一花の身体がびくんと反応した。姿勢を保っているのがつらくなって一花はその体重を預けるように瀬名にもたれかかってしまう。後ろから抱え込むようにして一花をホールドした瀬名はその反応を楽しむように、優しく乳首を撫でた。

「んっ」

　少し焦らされていたせいか、大きな声が出てしまう。思わずぱっと唇を手で押さえた。しかしそれもほとんど意味を成さず、乳首を撫でられ続けてそのすぐそばから力が抜けていってしまう。そこから集中して何度もスリスリと撫でられた後、ぷっくりと勃ち上がった先端を指で弾かれて身体が盛大に跳ねた。

「んっ、んん……あん」

「乳首気持ちいい？　すごい反応。めちゃくちゃ可愛いんだけど。俺もうこれだけでやばい」

　興奮したように呟いた瀬名が一花の首筋に顔を寄せた。肌の表面を辿るように、舌先でなぞる。つつーっと上の方まで舐めた後、ちゅ、ちゅと唇を何度も押し付けた。そうしながらも手の動きは止めずくりくりと指先で乳首を弄んでいる。

「あ、あ、んん」

「あーほんと可愛い。なんでそんなすぐぐずぐずになんの？　俺やりたい放題じゃん」

　瀬名は一花をベッドに横たえると、覆いかぶさるようにして胸に顔を寄せた。ぴんと尖るそこを口の中に含み、舌で転がす。反対側は摘まんで指の腹で押し潰した。

「あ、それだめっ」

　一花は悲鳴のような声を上げた。乳首ばかり重点的に攻められて、気持ちよさにどうにかなってしまいそうだった。触られていないのに、下腹部がキュンキュン疼いている。確かめなくても下着の中がぐっしょり濡れていることが分かった。

「だめではないでしょ」

　にやりと笑った瀬名が右と左を反対にする。今度は左の乳首を口に含み歯で甘噛みしながら、右は指で摘まむ。先ほどまで舐められていたそこは唾液でぬるつき、瀬名の指の間でぬるぬると滑った。

「あ、あ、ああっ」

　身体がびくんと大きく震える。強い快楽が胸の先から身体の中を走り抜けていった。

「は……は」

「もしや胸だけで軽くイッた？　エロいな」

　ちゅぱ、と瀬名は口に含んでいた乳首を離すと、身体を下げた。一花のスカートに手をかける。腰回りを探ってファスナーを下げると、ストッキングやショーツごと脱がしにかかった。

「葉月、ちょっと腰上げて。そうそう」

　大人しく従った一花を褒めると、瀬名はさっさとそれらを足から抜き取る。そして、一花の脚を左右に開いた。

「びしょびしょじゃん。すごいな」

　秘裂を指で押し広げ、泥濘を確かめるように膣口から秘豆までを何回か撫でる。指でぴたぴたと軽く叩くと濡れた音が鳴った。

「瀬名……恥ずかしいよ」

　頭がぼうっとして、あまりされていることに注意を払えていなかった一花もこれには思わず抗議の声を上げてしまう。睨むようにすると、瀬名は意地悪な顔になって口の端を引き上げた。

「それ逆効果だから。もっと恥ずかしがらせたくなる」

　そう言うや否や、主張するように既に勃ち上がり始めている、一花のツンとした小さな尖りを舌先でぺろりと舐めた。

「んんん」

　どっと愛液が零れたような感覚があった。太ももに置かれた瀬名の手がやけに熱く感じる。レロレロと秘豆を弄られて抑えがたい快楽が一花の身体を駆け巡った。

　やがてちゅぱっとそれを口の中に含むと、瀬名は口内で秘豆をめちゃくちゃに舐め回した。柔らかくてざらついた舌先が皮を剥かれてむき出しのそこに次々と襲いかかる。一花はだめ、だめ、と頭を振りながら悲鳴のような声を上げた。そんなつもりはないのに、腰がくいくいと動いてしまう。

「ん！　んん！　んーーーーっ！」

（気持ちよすぎておかしくなる……！）

　尖らせた舌先がぐりぐり秘豆を押しつぶした瞬間、頭が真っ白になった。ぎゅっと集まった快楽が弾けて、全身がガクガクと震える。

「イク時の声、すげー可愛い」

　顔を上げて満足そうに笑うと、瀬名は荒い息を吐きながらぐったりとしている一花の太ももをさわさわと撫でた。そして、それにさえにもひくひくとひくついて反応する膣口の入り口を指で探った。

「瀬名……まだだめえ」

　懇願するように見つめる一花に瀬名が優しい笑いを返す。

「分かってる」

　言いながら瀬名はゆっくりと指を中に沈めていった。

「だ、だめだって……！」

「ゆっくりする」

「ん……」

　宣言通り瀬名は緩慢な動きで指の出し入れを始めた。ゆっくりと出してはまた入れる。最初は一本ですぐに二本に増やした。長い指が襞を擦る度、ぞわぞわとした感覚が下腹部に生まれ、一花は切なげに顔を歪めた。時折押し込んだまま手の平を返すようにしてぐるりと回す。

「あ、あ、あ……」

「これじゃ我慢できない？」

　ぴくぴくと身体を震わす一花の反応を窺うように見ると、は、と瀬名は熱い息を吐いた。

「俺も。もういい加減ほんと限界。挿れていい？」

「う、うん。挿れて……」

「分かった」

　息も絶え絶えに一花が頷くと、ちゅ、とお腹に唇を落とした瀬名が身体を起こした。ベッドから下りてローテーブルの方へ歩いて行く。そこには先ほど購入したコンビニの袋が置いてあった。

　実は、コンビニで避妊具を購入したのだ。一花の知らない間にカゴに入れてあって、会計の時にちらと見えたけど、お金を払ったのは瀬名で、一花は後ろにいたのでそこまではっきりと確認した訳ではなかった。けれど、もしかしてそうかな？　と思ったものの一花は何も言わなかった。それは、例え避妊具を使うことになったとしても、一花としては別によかったからだった。

　コンビニの袋から取り出した避妊具のパッケージを瀬名が開ける。一つだけ手にして戻ってきた瀬名は、ベッドの傍で今度は服を脱ぎだした。

　シャツと中のＴシャツ、スラックスを脱げば引き締まった身体が現れた。オフィスワークが中心なので特に運動などしてなさそうだが、程よく筋肉もついている。あまりムキムキしているとちょっと怖いなと思ってしまう一花にとって、その身体は理想に近く、あまり頭が回っていない状態にも関わらず、少し見惚れてしまった。

　瀬名の手がボクサーパンツにかかる。一気に引き下ろされたそこから、ぶるんと、見ただけでも硬そうだと分かる、腹につくほど反り返ったものが現れた。

　一花が男性のそれを見たのは久しぶりだった。元カレと別れて以来、一花はセックスをしていない。しかも別れる前はかなり回数が減っていたから、どういうものだったか実はほとんど覚えていなかった。久しぶりに見るそれのあまりの生々しさに一花は思わず目を逸らしてしまう。その隙に瀬名が自身の屹立に避妊具を被せた。

　ぎしりと音が鳴って瀬名がベッドに乗ってきたのが分かった。脚に手がかかり、瀬名がその間に身体を入れる。くちりと音が鳴って、先端が一花の秘所に宛がわれた。

　瀬名が身体を倒して腰を押し込む。ゆっくりと隘路を押し広げて、ずるずると瀬名のものが中に入ってきた。一花にとっては久しぶりの行為だったがすごく濡れているせいか痛みはない。ただ、狭いところが割り広げられるような圧迫感があって、は、は、と短く息を漏らす。

「あー……やっと入れた……」

　行ったり来たりしながら少しずつ進んで、半ばを過ぎた時に、瀬名が満ち足りたような声を出した。

「俺、あれからもお前のこと夢に見ちゃって大変だったんだよ。中途半端に現実知っちゃって、ほんと生殺しだった」

　そのままずんと奥まで挿入されて、一花の口から呻くような声が漏れる。瀬名は身体を倒すと、一花の唇に自分のものを重ねた。何も身に纏っていない、素肌が触れ合って、その感触がこの上ない安心感を連れてくる。

「忘れられなかった。一花、好きだよ」

　今まで苗字だったのに、突然名前を呼ばれて、お腹の奥がキュンとなった。それに呼応するように膣壁が中のものを締め付ける。瀬名が苦しそうに眉を顰めた。

「あぶね。急に締めるなよ」

「だ、だって」

「名前で呼ばれるのがそんなによかった？　俺も名前で呼んでよ」

　話しながらゆさゆさと腰を揺らされて思わず小さく喘いでしまう。一花はたまらず、瀬名の背中にしがみついた。

「ん、こんな、されたら、名前言えない……！」

「そう？」

　ずるずると引き抜いてはまた押し込む。段々とその動きのスピードが速さを増す。ぐちゅぐちゅと濡れた音が部屋の中に響いた。

「ほら、名前」

　耳元で囁きながら瀬名は腰を動かす。一花の良いところを探しているのか、角度を変えてお腹側に重点的に当てるようにしたり、奥を何度も突いたり。その度に一花の下腹部がきゅんきゅんして熱が溜まる。相性がいいというのはこういうことをいうのか。正直言って、何をされても気持ちが良くて、ただ瀬名にしがみついて、泣いているような声を上げることしかできなかった。

「あ、ん…っ、ああっ」

　その時、瀬名の手がするすると下に伸びた。中を突きながら脚の間に入り込んだその手は、茂みを掻き分け、更にその奥に潜る。

　何をされるのか分かった一花は必死に首を振った。

「瀬名、だめっ、今それしたら」

「だから名前」

　言いながら瀬名は秘裂をめくり、指で秘豆を擦った。中と外から刺激され、強い刺激が一花に襲いかかる。

「たく、匠……んっんん」

「確かに名前で呼ばれるのくるな」

　興奮を抑えきれない声で呟いた瀬名が腰の動きを速くする。同時に秘豆をくりくりと弄り回され、今までに感じたことのない快楽が下腹部の奥から湧き出た。

「だめ、イっちゃう……！」

「いやイかせようとしてんだよ。さっき顔見れなかったからイク顔が見たい」

「や、あ、あ、あー…！　んんーー！」

　極めつけに押し込まれた屹立に奥をぐりぐりっと捏ねられて、一花の頭が再び白く染まる。あられもない声を上げると、一花は身体を仰け反らせてびくびくと四肢を震わせた。

　それを追うように瀬名はがつがつと腰を打ち付けて中を穿った。そして荒い息を吐きながら一花の中で果てた。

　

　行為が終わった後も、一花はすぐには動けなった。身体が余韻に浸されて、起きるのがひどく億劫になってしまう。横になったまま、ぼんやりとしていると、避妊具を片付けた瀬名が、隣に横たわった。

「シャワー浴びる？」

「うーん、浴びたいけど元気でない……このまま寝たいかも」

「一緒に入るのも無理？」

「無理……瀬名。このまま一緒に、いて……」

　お酒も入ってたし、色々とあったし、激しいセックスもしたしで、疲労がピークになったのか、喋りながら一花は段々と瞼が重くなってしまう。

「匠、だろ？」

「うん、匠……一緒に寝よ？」

「いいよ」

　さらりと髪の毛が撫でられる。一花の額から髪の毛を避けた瀬名がそこにちゅ、と唇を落とした。そのまま頬、唇と下がっていて、最後に唇をぺろりと舐められた。

「気持ちいい……匠……好き」

　ほとんど朦朧とし始めた一花は消え入りそうな声で呟く。それを見てふっと笑った瀬名がもう一度唇を塞いだ。

「俺も好きだよ」

　何かとても心地の良い感覚に包まれた一花は、そのまま眠りに落ちていった。
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「化粧落とし忘れた……！」

　次の日、瀬名の腕の中で目を覚ました一花は愕然とした声を上げていた。二人とも裸でもちろんシャワーも浴びてない。セックスした後にそのまま寝落ちしてしまったのだと気付いて、一花は後悔で頭を抱えていた。

「自分がいいって言ったんだろ……」

　まだ眠そうな声の瀬名が欠伸をしながら面倒臭そうに答える。

「見ないで！　きっとひどい顔になってる」

　一花は瀬名の胸に顔を埋めるようにしてその視線から逃れようとした。

「あくまでも俺から目線だけど、いつも大体可愛いから大丈夫だって。昨日泣いて化粧落ちてるところも見たけど、別に何とも思わなかったし。むしろ頼りない感じでぐらっときた」

「あれがあ？」

　一花は昨日の自分の顔を思い返した。瀬名の家に行く前に駅のトイレに寄って化粧直しをさせてもらったが、マスカラもアイラインもすっかり落ちててひどいものだった。すっぴんよりもむしろ崩れたメイクの方がみっともなくて一花は見せたくない。あれにぐらっとくるなんて瀬名は相当変わっている。

　思わず怪訝な顔で瀬名を見て、一花は自分が顔を上げてしまっていることに気付いた。ばちっと目が合って、瀬名がふっと笑った。

「ほら、可愛いよ」

　恋人になった瀬名は当然ながら前までの瀬名とは違くて、一花はまだまだ慣れない。いつもきついことしか言わなかったくせに、こんなに甘くなるとは予想外だった。昨日もそうだったが、特に、やたらと可愛いを連発してくるから、一花はなんだか照れてしまう。

（そういえば、エッチ中もすごかったな……）

「瀬……匠ってさあ、意外とすごいエッチだよね。むっつり？」

　顔を隠すことは潔く諦めて、開き直った一花は仰向けに寝ている瀬名の裸の胸に圧し掛かるようにしてその顔を覗き込んだ。

「意外もなにもエロいことは大好きだけど。男なんてみんなそんなもんじゃない？　お前が今まで俺のそういう部分を見る機会がなかったってだけで」

「そうなのかな？」

「そーだよ。しかもエッチってどういうところを見て判断したんだよ。やってる最中？」

「……うん。こうなんかこっちの羞恥を煽るっていうか……。すごい言葉にしてくるし」

「恥ずかしがってるの見てると興奮する。特に一花みたいな普段キャンキャンしているタイプがぐずぐずになって理性と快楽の狭間で揺れながら、結局感じまくってだめだめ言いながらイッてるの見るとかもう最高。昨日も興奮しすぎて途中で出るかと思った」

「えっ」

　朝からとんでもない発言が飛び出て、一花はかあっと顔を赤らめた。ぱっと瀬名の上から避けて、元の位置に戻った一花は、くるりと思わず反対方向を向いてしまう。

「最低！　そんなこと思ってたの!?」

「いやお前だって絶対そういうの好きだろ。めちゃくちゃ感じてたじゃん。それに俺は別にエッチの時に好みの反応するから好きだって言っている訳じゃない。いつも俺に喧嘩ふっかけてくるツンツンしている一花も好きだし、昨日みたいに泣いて弱ってる姿も好きだし、もちろん普段の仕事を頑張ってたり、おせっかいに人の世話を焼いてるところも好きだよ。つまりどんな一花も丸ごと好きだって話なんだけど」

　後ろから伸びてきた腕が一花を引き戻す。背後からぎゅっと抱き締められて、裸の肌が触れ合った。

「はい、こっち向いて」

　頬をぐいっと押して一花の顔をこちら側に傾けた瀬名は、覆いかぶさるようにして自分の顔を近づけると、ちゅ、と唇を押し付けた。

「ん、んん」

（なんか丸め込まれてない!?）

　もう少し文句を言おうと思ったが、瀬名は一花の唇をなかなか離してくれなかった。そうこうしている内に、いつのまにか胸の膨らみを覆った手がやわやわとそこを揉んでいる。

「一緒にシャワー浴びる？」

　ようやく離された時、一花の唇は赤くぽってりとしてしまっていた。胸もじんじんと熱を帯びてしまっている。

「シャワーだけだよね？」

　朝から人のことを弄りまくってこの男は信用できない。そんな眼差しで見ると、意図が伝わったのか、ははっと瀬名が笑った。

「いや約束できない」

「じゃあ一人で入る」

「分かったよ。一緒に入るのはまた今度な。シャワーの用意してくるから」

　笑いながら言って、一花を寝た状態にさせたまま、瀬名が起き上がる。床に落ちていたボクサーパンツを拾うとそれを履いて瀬名は床に足をつけた。そのまま腰を上げようとした瞬間、一花は後ろから瀬名に抱き着いた。

「一花？」

「……私も匠が丸ごと好き」

　一花は、先ほど瀬名が言ってくれた言葉をそのまま返した。

　──とても嬉しかったのだ。自分でさえ嫌だと思っているところまで好きだと言ってくれたことが。

「じゃあ俺たちお互いすごい愛し合っちゃってんだな」

　冗談めかした口調だったが、その言葉のトーンはとても優しかった。

　こういうところもすごく好きだと思った。一花はそのまま、その大きな背中をぎゅうぎゅうと抱き締めた。







あとがき








　はじめまして、こんにちは。木きの下した杏あんずと申します。

　この度はたくさんの本の中から手に取っていただき誠にありがとうございます。

　幸運にも、前作の「貴方は忘れられない幼なじみ〜肉食系御曹司の淫靡な溺愛〜」に続き、濃蜜ラブルージュ様から二作品目を出させていただけることになりました。

　実は、今作のヒロインとヒーロー二人の関係性である『犬猿の仲の同期』はずっと書きたかったもので、私はいわゆるケンカップルが大好きなので、今回、書かせていただくことができて、とても嬉しかったです。

　喧嘩ばかりで仲が悪いと思いきや、実は……という二人。今回の一花と瀬名も最初は言い合いばかりなのですが、そんな二人が図らずも同じ部屋で一夜を過ごすことになり、そこからどのようにお互いを意識して距離が近づいていくのか、楽しんで読んでいただけたらこんなに嬉しいことはございません。

　今作では、イラストを北きた沢ざわきょう先生が担当してくださいました。一花は美人に、瀬名はイケメンに、イメージ通りに二人をとっても素敵に描いてくださりありがとうございました！　特に瀬名の上半身の肉体美は本当に格好よく、見る度に惚れ惚れとしています。

　そして今作の担当様、本当にお世話になりました。この場を借りてお礼を言わせてください。親身になってサポートいただきありがとうございました。

　なにより、読んでくださった読者さま、本当に感謝の気持ちでいっぱいです。心よりお礼申し上げます。ありがとうございました！

　またどこかでお目にかかることができましたら幸いです。






木下杏
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同どう期きの彼かれと犬けん猿えんの仲なかのはずが、　

実じつは相そう思し相そう愛あいでした。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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